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２障害者・ひとり親家庭医療証対象者へ送付

６・７ ワーク・ライフ・バランス仕事と生活の調和の実現

３保険証は大切に保管を

４平成２５年度決算まとまる

もくじ

１０月１５日号

東
大
阪
市
と
大
阪
府
、

近
畿
日
本
鉄
道
�
で
進
め

て
き
た
近
鉄
奈
良
線
連
続

立
体
交
差
事
業
の
高
架
化

工
事
が
完
成
し
、
９
月
２１

日
の
始
発
か
ら
高
架
上
で

の
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
始
発
列
車
の
運
行

に
先
駆
け
て
当
日
未
明
、

近
鉄
東
花
園
駅
で
出
発
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
始
め
に
、
近

畿
日
本
鉄
道
�
の
和
田
林

道
宣
取
締
役
副
社
長
が「
近

鉄
奈
良
線
開
業
１
０
０
周

年
と
い
う
節
目
に
今
日
の

こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
。
次
に
野
田

市
長
が
「
今
ま
で
線
路
に

よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
た

地
域
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

東
大
阪
市
は
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
大
き
く
飛
躍
す
る
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
、
関

係
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た（
写

真
右
上
）。

こ
の
あ
と
、
駅
ホ
ー
ム

で
近
鉄
ラ
イ
ナ
ー
ズ
の
キ

ャ
プ
テ
ン
で
あ
る
豊
田
大

樹
選
手
ら
か
ら
始
発
列
車

の
運
転
手
２
人
に
記
念
の

花
束
が
贈
呈
さ
れ
（
写
真

下
）、多
く
の
人
が
見
守
る

中
、
夜
明
け
前
に
始
発
列

車
が
出
発
し
ま
し
た
。
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１１
月
１
日
�
、
花
園

中
央
公
園
多
目
的
芝
生

広
場
で
、
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

災
害
か
ら
人
命
を
守

る
た
め
に
は
、
初
動
活

動
を
担
う
近
隣
住
民
同

士
の
助
け
合
い「
共
助
」

が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
過
去
の
災
害
か

ら
明
ら
か
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
市
内
に
は

災
害
時
に
隣
近
所
の
安

否
確
認
や
初
期
消
火
、

救
出
救
護
な
ど
を
行
う

自
治
連
合
会
を
単
位
と

す
る
自
主
防
災
組
織
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
総
合
防
災
訓

練
は
、
こ
の
自
主
防
災

組
織
連
絡
会
と
市
が
中

心
と
な
り
、「
共
助
」
の

観
点
か
ら
地
域
防
災
力

の
向
上
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
で
、
関
係
機

関
を
含
め
た
参
加
者
が

１
５
０
０
人
を
超
え
る

大
規
模
な
訓
練
で
す
。

ま
た
、
市
民
体
験
コ

ー
ナ
ー
や
防
災
グ
ッ
ズ

・
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
も

行
い
ま
す
。

参
加
団
体

東
大
阪

市
自
主
防
災
組
織
連
絡

会
（
花
園
・
英
田
北
・

池
島
・
枚
岡
西
校
区
）、

自
衛
隊
第
３６
普
通
科
連

隊
、
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク

協
会
東
大
阪
支
部
、
大

阪
府
警
、
大
阪
府
、
消

防
局
、
消
防
団
、
そ
の

他
関
係
機
関

�時
１１
月
１
日
�
９
時

３０
分
〜
１２
時

�所
花
園
中
央
公
園
多

目
的
芝
生
広
場

�内
物
資
搬
送
訓
練
、

災
害
時
資
器
材
実
演
訓

練
、
炊
き
出
し
訓
練
、

救
出
救
護
訓
練
、
多
重

事
故
現
場
負
傷
者
搬
送

訓
練
、
応
急
救
護
所
設

置
訓
練
、消
火
訓
練
な
ど

訓
練
当
日
は
、
市
内

２
０
３
か
所
に
設
置
し

て
い
る
屋
外
ス
ピ
ー
カ

ー
の
音
声
伝
達
状
況
確

認
訓
練
も
行
い
ま
す
。

放
送
す
る
時
間
は
１１

月
１
日
�
９
時
３０
分
で
、

総
合
防
災
訓
練
の
開
始

を
告
げ
る
内
容
を
放
送

し
ま
す
。
内
容
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

防
災
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス（
０
６
―

４
３

０
９
―

３
０
１
０
）で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
２４
時
間
以
内
）。

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、

災
害
発
生
時
に
市
民
へ

い
ち
早
く
情
報
を
伝
え

る
た
め
に
大
変
重
要
な

手
段
の
一
つ
で
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇

◇

�問
危
機
管
理
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

３
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
２

１１月１日�
花園中央公園

音
声
伝
達
状
況
確
認
訓
練

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

９
時
３０
分
に
一
斉
放
送

大
規
模
災
害
に
備
え
て

東
大
阪
市
・
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
会

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

９月２１日から高架上で運行している近鉄奈良線の大阪難波方面行き

近
鉄
奈
良
線
東東
花花
園園
駅駅
〜〜

若若
江江
岩岩
田田
駅駅

高
架
上
で
運
行
開
始

市民や関係者ら約２００人が早朝から参加
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泥棒は「光・音・時間がかかること・人の目」を嫌います。これらを意識して防犯対策を行いましょう ―東大阪市治安対策本部―

記
号
の
見
方
は
１２
面
に
掲
載



障
害
者
医
療
証

�
オ
レ
ン
ジ
色
に

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証

�
も
も
色
に

障
害
者
医
療
証
と
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
証
が
、
１１

月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り

ま
す
。
引
き
続
き
対
象
と

な
る
方
に
は
新
し
い
医
療

証
を
１０
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

た
だ
し
、
更
新
申
請
が

必
要
で
ま
だ
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
へ
は
医
療
証

を
送
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
至
急
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
更
新
手
続
き

が
必
要
な
方
と
は
、
療
育

手
帳
の「
次
の
判
定
年
月
」

が
過
ぎ
て
い
る
障
害
者
医

療
受
給
者
と
、
遺
族
年
金

受
給
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず

る
基
準
を
満
た
す
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
受
給
者
で

す
。な

お
、
古
い
医
療
証
は

１１
月
１
日
以
降
に
医
療
助

成
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

障
害
者
医
療
証
お
よ
び

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
は
、

健
康
保
険
証
な
ど
と
あ
わ

せ
て
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
診
療
の
自
己
負
担
金

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

【
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
】

�対
所
得
が
所
得
制
限
額

（
表
１
）
を
超
え
て
い
な

い
健
康
保
険
加
入
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
６５
歳
未
満
の
方

▽
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
所
持

▽
療
育

手
帳
（
Ａ
）
を
所
持

▽

療
育
手
帳
（
Ｂ
１
）
と
身

体
障
害
者
手
帳
の
両
方
を

所
持

※
生
活
保
護
受
給

者
を
除
く
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
制
度
】

�対
所
得
が
所
得
制
限
額

（
表
２
）
を
超
え
て
い
な

い
健
康
保
険
加
入
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
１８
歳
に
達
し
た
日
以
降

の
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で

の
子
と
そ
の
子
を
監
護
す

る
父
・
母
ま
た
は
そ
の
子

を
養
育
す
る
養
育
者

▽

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

来
年
１
月
１
日
か
ら
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
通
院
分
の
助
成
対
象
年

齢
を
１５
歳
到
達
後
の
最
初

の
３
月
３１
日
（
中
学
校
卒

業
）
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

現
在
「
乳
幼
児
医
療
証
」

（
ア
イ
ボ
リ
ー
色
）
ま
た

は
「
子
ど
も
医
療
証
（
入

院
専
用
）」（
ラ
ベ
ン
ダ
ー

色
）を
お
持
ち
の
方
に
は
、

来
年
１
月
１
日
か
ら
有
効

の
新
し
い
「
子
ど
も
医
療

証
」（
び
わ
色
）
を
１２
月
中

旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

「
乳
幼
児
医
療
証
」
ま

た
は「
子
ど
も
医
療
証（
入

院
専
用
）」の
交
付
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
、
対
象

と
な
る
子
ど
も
の
氏
名
が

記
載
さ
れ
た
健
康
保
険
証

と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

医
療
助
成
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
回
の
改
正
で

助
成
の
範
囲
が
拡
充
さ
れ

る
方
で
、「
子
ど
も
医
療
証

（
入
院
専
用
）
」
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
対
し
、
案
内

文
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

内
容
を
確
認
の
う
え
、申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
他
の
公
費
医
療

制
度（
障
害
者
医
療
、ひ
と

り
親
家
庭
医
療
な
ど
）
や

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
の
内
容
】

医
療
機
関
な
ど
で
保
険

診
療
を
受
け
た
と
き
、
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
医
療
機
関
な
ど
で
の

自
己
負
担
は
、
１
日
５
０

０
円
ま
で
で
す
。た
だ
し
、

１
医
療
機
関
当
た
り
月
２

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
予
防
接
種
代
や

健
康
診
断
料
、
訪
問
看
護

療
養
費
、
保
険
診
療
外
の

医
療
費
な
ど
は
助
成
対
象

外
で
す
。

◇

◇

�問
医
療
助
成
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

０
５

子
ま
た
は
母
が
婚
姻
に
よ

ら
な
い
で
出
産
し
た
子

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し

た
子

▽
父
ま
た
は
母
が

重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
子

▽
父
ま
た
は
母
が

生
死
不
明
で
あ
る
子

▽

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続

き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
子

▽
父
ま
た
は
母

が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
子

※
生
活
保
護
受
給

者
を
除
く
。

◇

◇

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
対

象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。申

請
は
、健
康
保
険
証
、

印
鑑
、
そ
の
他
必
要
書
類

を
持
参
の
う
え
、
医
療
助

成
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
（
行
政
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
は
取

扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。な
お
、

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
の
新

規
申
請
と
更
新
申
請
は
医

療
助
成
課
で
の
み
受
け
付

け
ま
す
。

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１
市

役
所
医
療
助
成
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

０
５

※以降１人増すごとに３８万円を加算。

５３８万１，０００円以下２人

５００万１，０００円以下１人

４６２万１，０００円以下０人

所得制限額扶養人数

（表１）平成２６年度 障害者医療
所得制限額

※以降１人増すごとにそれぞれ３８万円を加算。養育費の８
割相当額は所得に算入されます。

３１２万円未満２６８万円未満２人

２７４万円未満２３０万円未満１人

２３６万円未満１９２万円未満０人

扶養義務者など父、母または養育者扶養人数

（表２）平成２６年度 ひとり親家庭医療所得制限額

入院・通院
０歳から１５歳到達後の最初
の３月３１日まで

びわ子ども医療証

� 平成２７年１月から

入院のみ
小学校就学後から１５歳到達
後の最初の３月３１日まで

ラベンダー
子ども医療証
（入院専用）

入院・通院
０歳から６歳到達後の最初
の３月３１日まで

アイボリー乳幼児医療証

助成の範囲対象の年齢医療証の色医療証の名称

日
本
人
の
平
均
寿
命

は
、
男
性
が
約
８０
歳
、

女
性
が
約
８６
歳
と
世
界

で
一
番
の
長
寿
で
す

が
、
日
常
生
活
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
健
康

に
生
活
で
き
る
「
健
康

寿
命
」
は
そ
れ
ぞ
れ
約

７０
歳
と
、
約
７４
歳
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

約
１０
年
間
、
病
気
な
ど

に
よ
り
不
健
康
な
状
態

で
過
ご
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り

ま
す
（
グ
ラ
フ

参
照
）。
ま
た
、

４７
都
道
府
県
の

健
康
寿
命
の
ラ

ン
キ
ン
グ
で

は
、
大
阪
府
が

男
性
４４
位
、
女

性
４５
位
と
残
念

な
結
果
で
す
。

市
で
は
こ
の

健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
、
健

康
増
進
計
画
「
健
康
ト

ラ
イ
２１
（
第
２
次
）
」
を

策
定
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
や
関
係
機
関
と
協
働

で
生
活
習
慣
病
や
そ
の

重
症
化
の
予
防
、
介
護

が
必
要
な
状
態
の
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

健
康
ト
ラ
イ
２１

市
民
連
絡
会

健
康
ト
ラ
イ
２１
市
民

連
絡
会
は
、
保
健
所
・

保
健
セ
ン
タ
ー
に
所
属

す
る
健
康
関
連
の
市
民

グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
で

す
（
現
在
１９
団
体
１
２

４
１
人
が
参
加
）。

各
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
に
必
要
な
知
識
や
体

操
・
ゲ
ー
ム
な
ど
を
出

前
で
提
供
し
た
り
、
保

健
セ
ン
タ
ー
や
地
域
で

教
室
を
開
い
た
り
し
て

い
ま
す
。
出
前
講
座
を

希
望
さ
れ
る
方
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
昨
年
度
に
は
、

市
民
連
絡
会
と
保
健
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
協
働

で
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
「
健
康
ト
ラ
イ
く
ら

ぶ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
グ

ル
ー
プ
で
３
か
月
間
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む

も
の
で
、
昨
年
度
は
４

８
７
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
も
開
催
予
定

で
す
。◇

◇

�問
健
康
づ
く
り
課

０
７
２（
９
６
０
）３
８

０
２
、
�
０
７
２
（
９

６
０
）
３
８
０
９

市民連絡会に所属するグループで行って
いる健康増進活動「健康ウォーキング」

60 65 75 8570 80 90(年齢)

男性
平均寿命 79.55歳

70.42歳

86.30歳
73.62歳

健康寿命

平均寿命
健康寿命

平均寿命と健康寿命の差

女性

不健康な期間9.13年不健康な期間9.13年

不健康な期間12.68年不健康な期間12.68年

健
康
ト
ラ
イ
２１
（
第
２
次
）

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
�
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障 害 者 医 療 証

ひとり親家庭医療証

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららら新新新新新新新新新新新新新新新新新新ししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすす

対象者へ送付

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
拡
充

平
成
２７
年
１
月
か
ら
通
院
も
中
学
卒
業
ま
で

医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
請
を

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２６年１０月１５日



人
間
ド
ッ
ク
は
日
頃
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
る
よ

い
機
会
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
病
気
の
早
期
発
見
・

治
療
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、指
定
医
療
機
関
へ
予

約
の
う
え
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。受
診
後
に
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

指
定
医
療
機
関

▽
池

田
病
院
�
０
６
（
６
７

２
１
）
０
１
５
１

▽
石

切
生
喜
病
院
�
０
７
２（
９

８
６
）
３
６
０
４

▽
市

立
総
合
病
院
�
０
６（
６
７

８
１
）
５
１
０
１

▽
な

が
は
ら
病
院
�
０
６（
６
７

４
４
）
０
１
１
１

▽
森

本
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
診

セ
ン
タ
ー
�
０
７
２
（
９

６
６
）
８
１
６
６

▽
若

草
第
一
病
院
�
０
７
２（
９

８
８
）１
４
０
９

※
な
が

は
ら
病
院
は
、脳
Ｍ
Ｒ
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

�対
国
保
加
入
者
で
、受
診
時

に
納
期
が
き
て
い
る
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
方

助
成
額

▽
人
間
ド
ッ
ク

日
帰
り
コ
ー
ス
費
用
の
２

分
の
１
（
上
限
２
万
１
０

０
０
円
）

▽
人
間
ド
ッ

ク
と
同
時
受
診
時
の
脳
Ｍ

Ｒ
検
査
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
１
万
３
０
０
０
円
）

�申
受
診
後
２
年
以
内
に
領

収
書
、国
民
健
康
保
険
証
、

印
鑑
、
預
貯
金
通
帳
を
持

っ
て
、
医
療
保
険
室
資
格

給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
直
接

�申
�問
医
療
保
険
室
資
格

給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
４

保
険
料
の
納
期
限
は
毎

月
末
で
す
。
必
ず
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、

速
や
か
に
医
療
保
険
室
保

険
料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
保
険
料
を
滞

納
す
る
と
、
財
産
（
預
貯

金
、
給
与
、
不
動
産
な
ど
）

の
差
押
え
な
ど
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
特
別
な

事
情
に
よ
り
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

医
療
保
険
室
保
険
料
課
に

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
日
の
相
談
が
困
難
な

方
の
た
め
に
、
次
の
と
お

り
休
日
・
出
張
納
付
相
談

を
行
い
ま
す
の
で
、
保
険

料
決
定
通
知
書（
納
付
書
）

な
ど
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
の
納
付
相
談

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
休
日
納
付
相
談
】

�時
１０
月
２５
日
�
９
時
〜

１２
時

�所
市
役
所
本
庁
舎

２
階
医
療
保
険
室
保
険
料

課
【
出
張
納
付
相
談
】

�時
１０
月
２４
日
�
１０
時
〜

１６
時

�所
夢
広
場
（
布
施

駅
前
）

※
来
所
相
談
の

み
で
電
話
で
の
相
談
は
で

き
ま
せ
ん
。

変
更
で
き
ま
す

納
付
方
法

国
民
健
康
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
引

落
し
）
さ
れ
て
い
る
方
で

も
、
口
座
振
替
で
の
納
付

を
条
件
に
普
通
徴
収
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
へ
の
変
更
を

希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

保
険
料
額
決
定
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
印
鑑
（
通

帳
印
）
を
持
っ
て
、
銀
行

・
郵
便
局
な
ど
の
取
扱
金

融
機
関
で
口
座
振
替
手
続

き
を
行
い
、
医
療
保
険
室

保
険
料
課
ま
た
は
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
本
人

控
え
を
持
参
し
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
に
変

更
し
た
後
、
保
険
料
の
滞

納
が
発
生
し
た
場
合
は
特

別
徴
収
を
再
開
し
ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。◇

◇

�問
医
療
保
険
室
保
険
料

課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

６５
歳
以
上
（
４
月
１
日

現
在
）
の
年
金
受
給
者
で

住
民
税
を
納
め
る
義
務
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
年
金

か
ら
住
民
税
を
引
き
落
と

す
特
別
徴
収
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
年
金
保

険
者
が
年
金
支
給
前
に
住

民
税
を
引
き
落
と
し
て
市

区
町
村
へ
直
接
納
入
す
る

も
の
で
、年
金
受
給
者
の
納

税
の
手
間
が
省
か
れ
る
と

と
も
に
、市
町
村
の
徴
収
の

効
率
化
を
図
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
納

税
方
法
を
変
更
す
る
だ
け

の
も
の
で
、
新
た
な
税
負

担
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
年
金
記
録
の
再
裁
定
】

年
金
記
録
の
再
裁
定
に

よ
り
年
金
支
払
額
が
変
更

さ
れ
、
年
税
額
に
変
更
が

生
じ
る
場
合
は
、税
額
変
更

を
通
知
す
る
と
と
も
に
、生

じ
た
差
額
を
納
付
書
な
ど

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇

◇

�問
市
民
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

０
９

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

と
き
や
他
市
町
村
か
ら
転

入
し
て
き
た
と
き
、
生
活

保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
必
ず
１４
日
以
内

に
国
保
加
入
の
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

年
金
証
書
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

１４
日
以
内
に
届
出
を
す

る
と
、
以
前
の
健
康
保
険

か
ら
継
続
し
て
保
険
の
給

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

１４
日
を
過
ぎ
る
と
届
出
日

か
ら
の
給
付
と
な
り
、
保

険
証
が
な
い
期
間
の
医
療

費
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
加
入
届
が
遅
れ

て
も
、
保
険
料
は
以
前
加

入
し
て
い
た
健
康
保
険
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
日
ま

で
遡
り
、
最
大
２
年
間
分

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
保
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

資
格
喪
失
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
資
格
が
な
く
な

っ
た
後
に
、
国
保
の
保
険

証
で
医
療
機
関
に
か
か
る

と
、
国
保
が
負
担
し
た
医

療
費
を
後
日
返
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇

◇

�問
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

保
険
証
は
、
医
療
機
関

に
か
か
る
と
き
に
必
要
な

受
診
券
で
す
。
医
療
機
関

な
ど
に
預
け
た
ま
ま
に
し

な
い
で
手
元
に
保
管
し
、

受
診
の
際
は
必
ず
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
や
破
損
に
よ
り
使

え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

身
分
証
明
書
と
印
鑑
を
持

っ
て
、
医
療
保
険
室
資
格

給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
保

険
証
を
交
付
（
郵
送
）
し

ま
す
。

保
険
証
を
持
た
ず
に

受
診
し
た
と
き
は
申
請
を

や
む
を
得
ず
保
険
証
を

提
示
せ
ず
に
受
診
し
、
医

療
費
を
全
額
自
己
負
担
し

た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

本
来
国
保
が
負
担
す
る
分

の
療
養
費
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申

請
に
は
、
医
師
の
診
療
報

酬
明
細
書
と
領
収
書
が
必

要
で
す
。申
請
後
、保
険
診

療
に
該
当
す
る
分
を
計
算

し
、給
付
し
ま
す
。給
付
す

る
額
は
、保
険
診
療
に
よ
り

計
算
し
ま
す
の
で
、
実
際

に
支
払
っ
た
額
よ
り
少
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
健
康
診
断
や
予

防
注
射
、
美
容
整
形
、
歯

の
矯
正
な
ど
病
気
と
み
な

け
ん

か

さ
れ
な
い
も
の
や
、
喧
嘩

な
ど
患
者
自
身
の
責
任
に

よ
る
傷
病
な
ど
は
、
保
険

診
療
の
対
象
と
な
ら
ず
、全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

会
社
を
辞
め
た
と
き
な
ど

国
保
加
入
の

届
出
は
１４
日
以
内
に

会
社
を
辞
め
て
社
会
保

�時１１月９日�９時～１２時 �所
市役所旭町庁舎 �対４０歳～７４歳
の東大阪市国民健康保険加入者

で、一度も特定健診を受けてい

ない方 �定５０人（抽選） �内問
診、診察、身長・体重・腹囲・

血圧測定、血液検査、尿検査な

ど �料大腸がん検診実施の場合
は２００円 �持国民健康保険被保険
者証、特定健康診査受診券、が

ん検診受診証（手元にない方は

ご連絡ください） �申基本事項
（１２面に掲載）を１０月２９日�ま
でに電話で（ファクス、Ｅメー

ル、直接も可） ※同日、東保

健センターで乳がん（マンモグ

ラフィ）検診も実施します（く

わしくは５面に掲載）。

�申�問医療保険室保険管理課
０６（４３０９）３０５１、�０６（４３０９）３８０５、
� iryokanri@city.higashiosa
ka.lg.jp

保健師が家庭訪問

東大阪市国民健康保険では、

加入者の健康づくりのため、身

分証明書を携帯した保健師が一

部の家庭を訪問し、健康や生活、

受診状況などを尋ねます。保健師

訪問の際には、ご協力ください。
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国 保

市・府民税

年金から住民税を引落し
６５歳以上の年金受給者が対象

納付が困難な方は相談を
保険料は必ず納めましょう

国保・後期高齢

国 保

健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
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人
間
ド
ッ
ク
の
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用
を
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す

保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険
証証証証証証証証証証証証証
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保保保保保保保保保保保保保
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大
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受
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で
す

集団健診を実施
年度に１回は特定健診を受けましょう

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（３） 平成２６年１０月１５日

mailto:iryokanri@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:iryokanri@city.higashiosaka.lg.jp


普通会計の決算状況

平成２５年度の実質（累積）収支は、

１４億２，０００万円で１９年連続の黒字とな

っています。

普通会計

普通会計とは、地方公共団体ごと

に会計の範囲が異なるため、財政比

較などが簡便に行えるよう地方財政

統計上用いられる会計区分のことで

す。

本市における平成２５年度の普通会

計には、一般会計と、奨学事業・公

共用地先行取得事業・火災共済事業

・母子寡婦福祉資金貸付事業の特別

会計を含みます。

【歳入】
市税収入は、個人市民税と市たば

こ税が増加し、前年度を２億５，９００万

円上回る７５２億７，０００万円となり、平

成２３年度から３年連続の増収となり

ました。また、市税などにかかる基

準財政収入額の増加により、地方交

付税は７億３，９００万円減少し、地域の

元気臨時交付金などの増加により、

国・府支出金は３０億３，４００万円の増加

となっています。

繰入金は、都市経営基盤整備基金を

取り崩したことなどにより２０億２，９００

万円増加し、第三セクター等改革推

進債を新たに発行したことなどによ

り市債が増加しています。

【歳出】
人件費は、職員年齢構成の変化や

退職手当の減少などにより、前年度

を１１億７００万円下回る２７８億８，３００万

円となりました。建設事業費は、小

学校建設事業や防災システム整備事

業などの増加により、３８億８，８００万円

の増加となりました。積立金は、財

政調整基金や減債基金などを積み立

てたことにより増加しました。その

他の経費の増加は、土地開発公社の

解散に伴う金融機関への代位弁済費

用などによるものです。

健全化判断比率などの財政指標
経常収支比率とは
税などの経常的な一般財源収入が、人件費や扶

助費、公債費など毎年固定的に支出される経常的
支出にどの程度充当されているかを示す比率です。
実質公債費比率とは
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基

づく健全化判断比率の一つで、市債の元利償還金
（元利償還金に準ずるものも含む）の標準財政規
模（市の標準的な一般財源収入額）に対する比率
です。
将来負担比率とは
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基

づく健全化判断比率の一つで、市が将来負担すべ
き実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。

△１９．０ポイント２７．５％８．５％
将来
負担
比率

△０．７ポイント６．６％５．９％
実質
公債費
比率

△０．９ポイント９５．４％９４．５％
経常
収支
比率

差引平成
２４年度

平成
２５年度区分

市の平成２５年度普通会計決算を「１か月の家計簿」に例えて作成しました。

家計の実情に近づけるために、３万分の１にして１２か月で割っています。

←単年度収支４億１，７００１０億 ３００１４億２，０００実質収支 � ―�

２９５．３％１億８，９００６，４００２億５，３００
翌年度へ繰り
越すべき財源 �

５６．８％６億 ６００１０億６，７００１６億７，３００形式収支� ―� �
６．８％１２６億 ６００１，８５０億９，６００１，９７７億 ２００歳出総額 �
７．１％１３２億１，２００１，８６１億６，３００１，９９３億７，５００歳入総額 �

増減率増減額平成２４年度平成２５年度区 分

決算規模および収支 （単位：万円）

給料やパート収入、繰越し、雑収入といった自分たちの収入は４３％程度で、残
りは親からの援助やローンの借入れなどで賄っています。

５５万４，０００円収入合計

諸収入、財産収入など１万 円その他雑収入

繰越金３，０００円前月からの繰越し

市債６万５，０００円銀行などからのローン

繰入金１万 円貯金の取崩し

交付税、譲与税、国府支出金など２４万１，０００円親などからの援助

分担金、負担金、使用料、手数料１万６，０００円パート収入

市税２０万９，０００円給料

決算上の区分家計簿家計に例えると

５５万４，０００円収 入

（翌月への繰越し）

５，０００円差引

５４万９，０００円支出合計

建設事業費３万８，０００円家のリフォームや車の購入

繰出金４万９，０００円子どもなどへの仕送り

投資及び出資金、貸付金８，０００円株などへの投資

積立金１万３，０００円貯金

補助費等７万７，０００円会費や保険料

維持補修費４，０００円家などの修理費用

物件費４万２，０００円日用品、衣服の購入や光熱水費など

公債費４万９，０００円ローンの返済

扶助費１９万２，０００円医療費など

人件費７万７，０００円食費など日常の生活費

決算上の区分家計簿家計に例えると

５４万９，０００円支 出

６．８％１２６億 ６００１，８５０億９，６００１，９７７億 ２００合計

１８．５％７３億５，３００３９７億６，７００４７１億２，０００その他の経費

３１．８％１０億９，４００３４億３，９００４５億３，３００積立金

３９．３％３８億８，８００９８億８，４００１３７億７，２００建設事業費

５．１％８億５，９００１６８億３，０００１７６億８，９００繰出金

△０．５％△５億８，８００１，１５１億７，６００１，１４５億８，８００義務的経費（小計）

０．５％９，５００１７４億４，５００１７５億４，０００公債費

０．６％４億２，４００６８７億４，１００６９１億６，５００扶助費

（△２４．４％）（△８億６，７００）（３５億５，５００）（２６億８，８００）うち退職手当

△３．８％△１１億 ７００２８９億９，０００２７８億８，３００人件費

増減率増減額平成２４年度平成２５年度区 分

歳 出（性質別） （単位：万円）

７．１％１３２億１，２００１，８６１億６，３００１，９９３億７，５００合計

０．１％８００１０４億２，４００１０４億３，２００その他の収入

５２．８％８１億２，８００１５３億８，６００２３５億１，４００市債

１２６．６％２０億２，９００１６億 ３００３６億３，２００繰入金

５．７％３０億３，４００５３１億２，１００５６１億５，５００国・府支出金

７．９％５億２，９００６６億６，８００７１億９，７００交付金

△３．２％△７億３，９００２３１億３，１００２２３億９，２００地方交付税

△４．４％△３，６００８億１，９００７億８，３００地方譲与税

（９．８％）３億９，３００（４０億１，４００）（４４億 ７００）うち市たばこ税

（△０．５％）（△３，４００）（６９億３，７００）（６９億 ３００）うち都市計画税

（△０．４％）（△１億３，５００）（３１９億４，４００）（３１８億 ９００）うち固定資産税

（△５．２％）（△３億６，９００）（７０億５，４００）（６６億８，５００）うち法人市民税

（１．９％）（４億３，８００）（２２４億６，８００）（２２９億 ６００）うち個人市民税

０．３％２億５，９００７５０億１，１００７５２億７，０００市税

増減率増減額平成２４年度平成２５年度区 分

歳 入 （単位：万円）
平成２５年度の決算がまとまりました。普通会計の概要は次

のとおりです。また、平成２５年度の普通会計を「家計簿」に
置き換えて本市の財政状況を身近にわかりやすく紹介してい
ます。
�問財政課 ０６（４３０９）３１２４、�０６（４３０９）３８２０

市債（企業債）
残高の状況

平成２５年度末の市債（企業債）残高

は、一般会計で１，６６６億２，８００万円、

特別会計で６３億１，７００万円、企業会計

（水道事業、下水道事業、病院事業）

で１，９８１億９，１００万円です。

市全体では３，７１１億３，６００万円で、

市民１人当たりに換算すると、７４万

２，０００円になります。

内訳はグラフのとおりです（平成

２６年３月末登録人口：５０万３７０人）。

平成２５年度決算平平成成２２５５年年度度決決算算
実実質質収収支支はは１１４４億億２２，，００００００万万円円のの黒黒字字

東東大大阪阪市市のの家家計計簿簿 東東大大阪阪市市のの財財政政状状況況をを一一般般家家庭庭にに例例ええててみみるるとと……

（単位：億円） 2,0001,5001,0005000

一 般 会 計

特 別 会 計

水 道 事 業

下水道事業

病 院 事 業

63億1,700万円

163億5,900万円163億5,900万円

147億3,700万円147億3,700万円

33万3,000円

33万4,000円

1万3,000円

3万3,000円

2万9,000円

1,670億9,500万円

1,666億2,800万円

市民1人当たり

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２６年１０月１５日



マタニティ歯科健康相談

�時１１月１１日� ※時間は申込時に

伝えます。 �対妊娠２０週以降の妊婦
�定１５人（申込先着順） �持母子健康
手帳 �申１１月１０日�までに電話で
�所�申�問中保健センター

家族でマタニティ教室

�時１１月２１日�１３時３０分～１６時 �対
妊婦とそのパートナー・家族 �定１２
組（申込先着順） �内家族による赤
ちゃんのお風呂体験、赤ちゃんとの

生活 �持母子健康手帳 �申１１月２０日
�までに電話で
�所�申�問東保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�１１月５日��東保健セン
ター／もうすぐ会えるね編 �１８日
��中保健センター／育児編 �２８
日��西保健センター／育児編 ☆

いずれも１３時３０分～１６時 �対妊娠２０
週以降の妊婦 �持母子健康手帳 �申
各開催日の前日までに電話で

�申�問東・中・西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�１１月４日�９時１０分から・
１０時から�西保健センター �５日
�９時２０分～１０時３０分、１１日�１３時～
１４時１０分�中保健センター �７日
�９時３０分から・１０時１５分から、１２
日�１３時１５分から・１４時から�東保
健センター �対�肺がん検診�市内
在住の４０歳以上の方 �結核検診�
市内在住の６５歳以上の方 �定各日４０
人（申込先着順） �申電話または直接
�申�問東・中・西保健センター

アスベストによる健康不安解消に
肺がん検診

�時�所�１１月６日�９時３０分～１０時
�西保健センター �１２日�１０時～
１０時３０分�東保健センター �１９日
�１３時３０分～１４時�中保健センター
�対市内在住で４０歳以上のアスベスト
関連会社の元従業員またはその家族

※４０歳未満でも不安な方は受診可。

�定各３０人（申込先着順） �申電話で
�申�問東・中・西保健センター

見た目マイナス５�ダイエット

�時１０月２４日�・１１月２８日�・１２月
１２日�９時３０分～１２時（計３日間。１
日のみの参加も可） �対ＢＭＩ２３以上
で血圧・血糖・HbA1c・ＬＤＬコレス

テロール値（いずれか）が高い７５歳未

満の方 ※治療中の方を除く。 �定３０
人（申込先着順） �持特定健診などの
結果 �申基本事項（１２面に掲載）を電
話で（ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問東保健センター �higas
hihoken@city.higashiosaka.lg.jp

本気でやせたい人のダイエット教室

�時１１月７日�・１２月５日�・来年
１月９日�・２月６日�・３月６日
�・４月３日�１３時３０分～１５時３０分
（計６日間） �対全日程参加でき、
メタボリックシンドローム（肥満で

高血糖、高コレステロール、高血圧）

を改善したい４０歳～６９歳の方 ※運

動制限のある方は除く。 �定２４人（Ｂ
ＭＩ２５以上の方を優先して抽選）

�持運動ができる服・靴、飲み物 �申
１０月２４日�までに電話または直接
�所�申�問西保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�１１月１７日��東保健センタ
ー �２０日��西保健センター �
２５日��中保健センター ※時間は

申込時に伝えます。 �対市内在住の
平成２４年１１月生まれの幼児 �定各３０
人（申込先着順） �持母子健康手帳
�申各実施日の前日までに電話で
�申�問東・中・西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�１１月１２日�９時４５分～１１
時１５分�中保健センター／みんなで
おしゃべり �２１日�１０時～１１時�
東保健センター／本を読もう、クリス

マス会打合せ �２６日�９時４５分～
１１時３０分�西保健センター／リトミ
ック �対市内在住のふたご、みつご
を妊娠・出産している方とその子ど

も �申各開催日の前日までに電話で
�申�問東・中・西保健センター

乳がん（マンモグラフィ）日曜日検診

�時�所�１１月２日�９時～１０時３０分
�保健所健康づくり課 �９日�９
時～１１時�東保健センター �対平成
２６年４月１日現在、４０歳以上の偶数

年齢の女性またはクーポン券対象者

�定各５０人（申込先着順） �料８００円 ※

後期高齢者医療被保険者証または高

齢受給者証をお持ちの方と、生活保護

受給者または市民税非課税世帯の方

は無料（申込時にお申し出ください）。

�申�問�東保健センター �健康づ
くり課

かかりつけ薬局をもちましょう
１０月１７日から「薬と健康の週間」

１０月１７日から２３日までは「薬と健康

の週間」です。薬は、用法や用量を

誤ると副作用が起こり大変危険です。

薬局では、薬剤師が患者一人ひとり

の薬歴を管理し、服薬指導すること

で、薬の重複投与や相互作用をチェ

ックしています。また、市販の薬を

買うときにも適切な指導をし、病気

の予防や健康管理、健康づくりに関

するアドバイスも行います。薬歴を

管理してもらうためにも、かかりつ

け薬局をもちましょう。

かかりつけ薬局を選ぶポイントは

次のとおりです。 �薬についてきち
んと説明してくれる �気軽に相談
できる �必要に応じてお薬手帳や
文書で薬の情報を提供してくれる

�信頼できる薬剤師がいる など
【カレンダーを配布】
保健所では、薬と健康の週間がテ

ーマのポスター原画作品を使用した

来年のカレンダーを１１月２日�に健
康フェスタ（希来里〈若江岩田駅前〉

で開催）で、４日�からは保健所環境
薬務課で配布します。 ※数に限りあ

り。保健センターでは配布しません。

◇ ◇

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�
０７２（９６０）３８０７

浄化槽は、下水道が整備されて

いない地域で、水洗便所のし尿や

台所、風呂などの生活排水を衛生

的に処理し、河川などへ流す装置

です。維持管理を怠ると、河川な

どの水質汚濁や悪臭の原因になり

ます。次のことを守り、適正な維

持管理に努めましょう。 �年１
回以上清掃し、たまった汚泥を抜

き取る �定期的に保守点検を行
う �年１回定期検査を受ける
維持管理は市の許可・登録を受

けた業者に委託してください。ま

た浄化槽の廃止や管理者の変更な

どがあった場合は届出が必要です。

なお、昨年度から定期検査の制度

が変更され、１０人槽以下の浄化槽

の手数料が６，０００円から５，０００円に

なっています。

�問�保守点検・届出�環境薬務
課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２（９６０）
３８０７ �清掃�環境企画課 ０６

（４３０９）３１９８、�０６（４３０９）３８１８
�定期検査�（一社）大阪府環境水
質指導協会 ０７２（２５７）３５３１

浄化槽清掃費用
一部助成します

浄化槽を正しく管理していただ

くため、浄化槽清掃費用の一部を

助成します。助成回数は年１回（全

バッキは年２回）で、助成額は表

のとおりです。 �対持家または借家
の浄化槽を管理していて、平成２６

年４月１日以降に市の許可業者に

よる清掃と登録業者による保守点

検をした方 �申申請書と印鑑、清
掃料金領収書、保守点検領収書ま

たは管理記録の写し、申請者名義

の銀行口座番号がわかるものを持

って来年３月３１日�までに直接
※申請書は環境企画課、行政サー

ビスセンターで配布。

�申�問環境企画課
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現代は「ストレスの時代」。私た

ちは日々職場や家庭、学校などで

さまざまなストレスに囲まれて生

活しています。適度なストレスは

生きる張り合いにもなりますが、

過剰なストレスは、こころとから

だの病気を引き起こします。ここ

ろの健康を保つために、ストレス

をためすぎないよう上手にコント

ロールし、休養と睡眠で元気なこ

ころを維持しましょう。

【ストレスをためすぎない自分
なりのリラックス方法】
次のことを心がけ、ストレスを

ためないようにしましょう。

�豊かな人間関係を築き、悩み
を相談できる人をつくりましょう

�規則正しい生活を送り、充分な

睡眠をとりましょう �自分の性
格をよく知り、完璧を求めすぎた

り、周囲に気を使いすぎたりせず、

自分のペースで過ごしましょう

�動物や植物とのふれあい、音楽、
スポーツ、入浴、アロマテラピー

などで、からだの緊張をほぐし、

こころをリラックスさせる自分な

りの方法を見つけましょう

一人で悩まないで

専門機関に相談を

疲れが長引くようなら専門の相

談機関か医療機関、保健センター

に相談しましょう。

◇ ◇

�問�東・中・西保健センター
�健康づくり課
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２，０００７．５超

事業所
その他

１，９００７．５以下

１，８００６．５以下

１，７００５．５以下

１，６００４．５以下

１，５００３．５以下

１，４００３．０以下

１，３００２．５以下

１，５００１．５超

一般
家庭

１，３００１．５以下

助成額
（円）

有効容量
（�）用途

浄化槽の適正な維持管理を
年に１回は清掃と検査をしましょう

１０月２７日～１１月２日は精神保健福祉普及運動期間

ストレスと上手に付き合って
こころ健やかに�

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２６年１０月１５日

mailto:higashihoken@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:higashihoken@city.higashiosaka.lg.jp
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「
仕
事
」
と
「
仕
事
以
外
の
生
活
」

の
調
和
を
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」
と
い
い
ま
す
。

あ
な
た
は
理
想
の
バ
ラ
ン
ス
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
か
。
１
０
０
％
望
み
ど
お

り
に
は
な
ら
な
く
て
も
、
少
し
見
直
す

こ
と
で
理
想
に
近
づ
け
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。

人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た

め
に
、
働
き
方
や
生
き
方
を
今
一
度
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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それぞれの責務など

協 働協 働協 働
すべての人が自主的
に行動し、一層の協
働体制で、美しく住
みよいまちの実現を
めざします。

市
必要な施策の策定及び実施。
助言、指導、その他の措置を
講じるよう努力。

事業者
自らの責任と負担において、
まちの美化に関する措置を講
じ、市の施策に協力。

公共の場所の管理者
公共の場所の美化に努力。
清潔・美観保持のための措置
を講じる。

市民など
地域の生活環境の保全に努力。
まちの美化に取り組み、市の
施策に協力。

所有者など
土地、建物の適正管理・有効
活用。
市の施策に協力。

近
年
、
育
児
・
介
護
休

業
法
な
ど
法
律
の
整
備
が

進
む
と
と
も
に
、
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
に

基
づ
く
企
業
の
行
動
計
画

策
定
な
ど
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
を
中
心
と

す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
取
組

み
が
推
進
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

今
年
度
に
本
市
で
実
施

し
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

女
性
自
身
が
希
望
す
る
暮

ら
し
方
に
つ
い
て
、「
仕
事
、

家
庭
生
活
、
地
域
・
個
人

の
生
活
を
組
み
合
わ

せ
た
暮
ら
し
方
を
し

た
い
」
と
す
る
割
合

は
約
６５
％
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
そ

の
暮
ら
し
が
で
き
て

い
る
割
合
は
約
３５
％

で
、「
仕
事
優
先
」
あ
る
い

は
「
家
庭
生
活
優
先
」
と

す
る
割
合
の
合
計
が
約
５７

％
に
上
り
ま
す
。
ま
た
、

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と

い
う
性
別
に
よ
る
役
割
分

担
に
同
感
し
な
い
と
す
る

人
の
割
合
は
男
女
と
も
に

５０
％
を
超
え
て
い
る
も
の

の
、
実
際
に
家
事
・
育
児

・
介
護
な
ど
に
充
て
る
時

間
は
女
性
の
ほ
う
が
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
男
性
も「
仕
事
、

家
庭
生
活
、
地
域
・
個
人

の
生
活
を
組
み
合
わ
せ
た

暮
ら
し
方
を
し
た
い
」
と

す
る
割
合
は
約
６６
％
と
高

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現

実
に
は
労
働
時
間
が
長
く
、

仕
事
中
心
と
な
っ
て
い
る

人
が
多
く
い
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
み
て
も
、

仕
事
と
生
活
に
つ
い
て
、

男
女
と
も
希
望
す
る
バ
ラ

ン
ス
で
両
立
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

働
き
方
・
暮
ら
し
方
を

見
直
そ
う

性
別
に
よ
る
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
に
縛
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
希
望
す
る

バ
ラ
ン
ス
で
無
理
な
く
暮

ら
せ
る
よ
う
、
現
在
の
働

き
方
や
暮
ら
し
方
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
仕
事
」
と
「
仕
事
以
外

の
生
活
」が
両
立
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
も
、
今
一
度
、
家
族

や
職
場
で
働
き
方
や
暮
ら

し
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
人
ひ
と
り
が
や
り
が

い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が

ら
働
き
、
家
庭
や
地
域
生

活
な
ど
に
お
い
て
も
人
生

の
各
段
階
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
方
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
個
人
や
家
族
の

生
活
の
質
が
向
上
し
、
社

会
全
体
に
活
力
が
生
ま
れ

ま
す
。
男
性
・
女
性
と
も

に
自
ら
望
む
バ
ラ
ン
ス
で

働
き
な
が
ら
、
自
分
ら
し

く
健
康
で
豊
か
な
生
活
を

送
り
、
多
様
な
働
き
方
や

生
き
方
が
選
択
で
き
る
社

会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

�問
男
女
共
同
参
画
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
３

０
０
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３

来
年
４
月
に
小
・
中

学
校
へ
入
学
す
る
子
ど

も
が
い
る
家
庭
に
就
学

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

発
送
は
、
小
学
校
が
１１

月
上
旬
、
中
学
校
は
１２

月
上
旬
で
す
。通
知
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、期

限
ま
で
に
指
定
の
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
就
学
通
知
書

が
届
か
な
い
と
き
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
入
学
の
対
象
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽

小
学
校
�
平
成
２０
年
４

月
２
日
〜
平
成
２１
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど

も

▽
中
学
校
�
平
成

１４
年
４
月
２
日
〜
平
成

１５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
子
ど
も

【
支
援
学
校
な
ど
へ

の
入
学
手
続
き
は
１２
月

上
旬
ま
で
に
】

市
で
は
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
の
入
学
に
つ

い
て
、
本
人
と
保
護
者

の
意
向
を
尊
重
し
て
い

ま
す
。
入
学
先
は
、
小

・
中
学
校
の
通
常
学
級

や
支
援
学
級
の
ほ
か
支
援

学
校
、
視
覚
支
援
学
校
、

聴
覚
支
援
学
校
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
各
学

校
ま
た
は
学
校
教
育
推
進

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
支
援
学
校
な
ど

へ
の
入
学
を
希
望
す
る
場

合
は
、
学
校
見
学
会
な
ど

へ
の
参
加
と
１２
月
上
旬
ま

で
に
学
事
課
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

越
境
入
学
は
で
き
ま
せ
ん

通
学
区
域
は
、
学
校
規

模
や
通
学
の
距
離
、
地
域

的
つ
な
が
り
な
ど
を
考
慮

し
て
決
め
て
い
ま
す
。
越

境
入
学
が
行
わ
れ
る
と
、学

校
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず

み
が
生
じ
、教
育
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
越
境
入
学
を

な
く
す
た
め
に
、
学
校
の

施
設
や
設
備
、
教
職
員
の

配
置
な
ど
整
備
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

◇

�問
▽
学
事
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
７
１

▽
学
校
教
育
推
進
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２
６

９

☆
�
は
い
ず
れ
も
０

６（
４
３
０
９
）３
８
３
８

来
年
４
月
に
小
学
校
へ

入
学
す
る
子
ど
も
を
対
象

に
、
就
学
前
の
健
康
診
断

を
次
の
と
お
り
、
市
内
の

小
学
校
で
行
い
ま
す
。

こ
の
健
康
診
断
は
法
律

に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
ま

す
が
、
受
診
を
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
結
果
に
よ
っ
て
入

学
す
る
学
校
を
指
定
す
る

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

�時
�所
▽
１１
月
２５
日
�
�

弥
栄
、
長
瀬
南

▽
２６
日

�
�
成
和
、
英
田
南
、
弥

刀
、
玉
川

▽
２７
日
�
�

八
戸
の
里
、
長
瀬
東
、
孔

舎
衙
東

▽
２８
日
�
�
三

ノ
瀬
、
意
岐
部
東

▽
１２

月
１
日
�
�
森
河
内
、
玉

美
、
枚
岡
西
、
縄
手
南

▽
２
日
�
�
長
堂
、
英
田

北
、
藤
戸

▽
３
日
�
�

上
四
条
、
若
江
、
意
岐
部
、

岩
田
西

▽
４
日
�
�
小

阪
、
長
瀬
北
、
高
井
田
西

▽
５
日
�
�
高
井
田
東
、

石
切
東
、
菱
屋
西
、
玉
串
、

加
納

▽
８
日
�
�
鴻
池

東
、
永
和
、
長
瀬
西
、
石

切

▽
９
日
�
�
枚
岡
東
、

太
平
寺
、
花
園
北

▽
１０

日
�
�
縄
手
、
縄
手
北
、

八
戸
の
里
東
、
北
宮
、
楠

根
東

▽
１１
日
�
�
荒
川
、

花
園
、
西
堤
、
大
�
、
弥

刀
東

▽
１２
日
�
�
柏
田
、

上
小
阪

▽
１５
日
�
�
縄

手
東
、
楠
根

▽
１８
日
�

�
孔
舎
衙
、
池
島

☆
い

ず
れ
も
１４
時
〜
１５
時
３０
分

（
受
付
は
１３
時
５０
分
〜
１５

時
１５
分
）

�問
教
職
員
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
２
７
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

３
８

太
陽
光
発
電
設
備

設
置
費
用
を
補
助

太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
た
方
に
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補

助
を
受
け
る
た
め
に
は
、

使
用
状
況
な
ど
に
関
す
る

報
告
や
市
の
地
球
温
暖
化

防
止
に
関
す
る
取
組
み
へ

の
参
加
な
ど
が
必
要
で
す
。

主
な
要
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
電
力
会
社

と
の
対
象
シ
ス
テ
ム
の
電

力
受
給
開
始
日
が
平
成
２４

年
４
月
１
日
以
降
で
あ
る

▽
市
内
の
申
請
者
が
居
住

す
る
住
宅
（
店
舗
な
ど
と

の
併
用
可
）
に
設
置
し
て

い
る

▽
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い

�定
５
０
０
件
程
度
（
申

込
先
着
順
）

補
助
金
額

発
電
シ
ス
テ
ム
の
最
大
出

力
×
３
万
円
（
上
限
１２
万

円
、
４
kW
ま
で
）

�申
来

年
２
月
２７
日
�
ま
で

家
庭
用
燃
料
電
池

設
置
費
用
を
補
助

家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
）
を
設
置
し

た
方
に
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
主
な
要

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
平
成
２６
年
３
月
１
日

以
降
に
国
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
が

補
助
対
象
に
指
定
す
る
設

備
の
設
置
工
事
が
完
了
し

引
渡
し
を
受
け
て
い
る

▽
市
内
の
申
請
者
が
居
住

す
る
住
宅
（
店
舗
な
ど
と

の
併
用
可
）
に
設
置
し
て

い
る

▽
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い

�定
１
２
０
件
程
度
（
申

込
先
着
順
）

補
助
金
額

設
置
費
用
の
２
分
の
１（
上

限
２
万
５
０
０
０
円
）

�申
来
年
２
月
２７
日
�
ま
で

企
業
の
た
め
の

無
料
省
エ
ネ
診
断

省
エ
ネ
診
断
と
は
、
工

場
や
ビ
ル
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
状
況
を
調
査

・
分
析
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

削
減
の
た
め
の
手
法
や
そ

の
削
減
効
果
を
提
案
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

診
断
結
果
に
基
づ
い
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
や
設
備
、

機
器
の
運
用
、
調
整
方
法

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
支

援
な
ど
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

事
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

�対
市
内
に
事
業
所
が
あ

り
、
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
が
原
油
換
算
で
１０
k�

以
上
１
０
０
k�
未
満
の
企

業

�定
２０
件
（
申
込
先
着

順
）

�申
１２
月
２６
日
�
ま
で

事
前
に
必
ず
相
談
を

企
業
の
た
め
の

省
エ
ネ
改
修
補
助

専
門
家
が
提
案
す
る
省

エ
ネ
診
断
に
基
づ
く
省
エ

ネ
改
修
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
主

な
要
件
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
省
エ
ネ
診
断
を
受

け
て
い
る

▽
工
事
が
未

着
工
で
あ
る

▽
来
年
３

月
１５
日
ま
で
に
支
払
い
も

含
め
事
業
が
完
了

▽
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い

�対
工
場
、
事
務
所
、
店

舗
、
ビ
ル
な
ど
中
小
企
業

基
本
法
第
２
条
第
１
項
各

号
に
規
定
す
る
中
小
企
業

者
（
た
だ
し
、
風
俗
営
業

を
除
く
）

�定
２０
件
程
度

（
申
込
先
着
順
）

補
助
金

額

対
象
経
費
の
３
分
の

１（
上
限
１
５
０
万
円
）

�申
１２
月
２６
日
�
ま
で

◇

◇

�申
申
請
書
な
ど
必
要
書

類
を
各
申
込
期
限
ま
で
に

直
接

※
申
請
書
な
ど
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
郵
送
で

申
請
書
類
を
請
求
す
る
場

合
は
、
住
所
と
氏
名
を
記

入
し
２
０
５
円
分
の
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
角

２
・
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１
市

役
所
環
境
企
画
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
９
８
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

１
８

市
で
は
、
市
民
、
事
業

者
、
民
間
団
体
な
ど
と
よ

り
一
層
の
協
働
体
制
を
も

っ
て
、
美
し
く
住
み
よ
い

東
大
阪
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
新
た
な
課
題

に
も
対
応
し
た
「
東
大
阪

市
み
ん
な
で
美
し
く
住
み

よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
条
例
」

を
１０
月
１
日
に
施
行
し
ま

し
た
。

こ
の
条
例
で
は
、
美
し

く
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現

を
め
ざ
す
た
め
、
市
や
市

民
そ
し
て
事
業
者
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
確

に
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
責
務
を

果
た
し
、
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
安
全
か
つ
快
適
な

生
活
環
境
の
保
全
な
ど
を

め
ざ
し
ま
す（
図
参
照
）。

ま
ち
の
美
化
推
進
と

空
き
地
・
空
き
家
対
策

ま
ち
の
美
化
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、「
ポ
イ
捨
て

禁
止
」「
飼
い
犬
等
の
ふ
ん

の
放
置
禁
止
」「
落
書
き
の

禁
止
」「
不
法
投
棄
の
未
然

防
止
や
適
正
処
理
」
な
ど

を
規
定
し
、
違
反
の
事
実

を
確
認
し
た
場
合
は
、
指

導
・
是
正
勧
告
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ま
た
空
き
地
・
空
き
家

対
策
と
し
て
は
、
樹
木
や

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
た
り
、

公
衆
に
危
害
を
お
よ
ぼ
す

物
質
を
放
置
し
た
り
、
必

要
な
整
備
が
な
く
、
人
の

健
康
や
周
囲
の
美
観
を
害

し
て
い
た
り
す
る
よ
う
な

場
合
は
、
指
導
・
是
正
勧

告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
指

導
な
ど
に
従
わ
な
い
場
合

は
、
氏
名
や
事
業
者
名
な

ど
を
含
め
た
事
実
の
公
表

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
市
内
で
屋
外
の

公
共
の
場
所
で
は
歩
き
た

ば
こ
を
禁
止
し
て
い
る
ほ

か
、
建
物
が
倒
壊
す
る
な

ど
公
衆
に
危
害
が
発
生
す

る
こ
と
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
緊
急
の
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
市
が
最
小

限
度
の
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を

規
定
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

条
例
本
文
な
ど
く
わ
し

く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

�問
美
化
推
進
課

０
７

２（
９
６
１
）２
１
０
０
、

�
０
７
２（
９
６
１
）２
４

１
８

１０月１日、近鉄河内小阪駅付近で行われたキャン
ペーンでは、野田市長や天野議長、大学生ボラン
ティア、地元自治会員らが条例のリーフレットな
どを配布しながら、まちの美化を呼びかけました

あなたの望む暮らし方、考えてみませんか

【公立幼稚園】
�対平成２２年４月２日～平成２３
年４月１日に生まれ、市内に住

民登録をしている保護者と同居

の幼児 ※他の市立幼稚園の当

選・補欠の権利を辞退している

方。 �定�縄手南	４０人 �縄
手	２２人 �縄手北	１７人 �
枚岡	２５人 �石切	４３人 �
孔舎衙	１６人 �池島	１１人
�北宮	１９人 �若江	７人
�成和	１３人 �英田	４０人
�玉串	１７人 �岩田	２９人
�小阪	７人 �高井田	１８人
�意岐部	２０人 �弥刀東	２０
人 �長瀬西	１２人 �菱屋西
	３０人 ※いずれも抽選。 �申
願書を１０月２３日�１３時３０分～１４
時に各幼稚園に直接 ※願書は

１０月２２日�まで（土・日曜日、
祝日を除く１４時～１６時）に各幼

稚園で交付。９月に交付した願

書は受付できません。

�申�問各幼稚園 �縄手南	０７２
（９８２）１４７１ �縄手	０７２（９８１）

２０５０ �縄手北	０７２（９８１）２２９０
�枚岡	０７２（９８１）２８７４ �石切
	０７２（９８１）３５２０ �孔舎衙	
０７２（９８１）２５３８ �池島	０７２
（９８４）５５２０ �北宮	０７２（９６１）
４１７４ �若江	０６（６７２１）３６１３
�成和	０６（６７４４）５０５０ �英田
	０７２（９６１）６６６５ �玉串	０７２
（９６２）８００５ �岩田	０７２（９６１）
８６１１ �小阪	０６（６７２１）０９３１
�高井田	０６（６７８３）１０００ �意
岐部	０６（６７８８）４３００ �弥刀東
	０６（６７２３）１１００ �長瀬西	０６
（６７２８）１００１ �菱屋西	０６
（６７２４）０６５０

【私立幼稚園】
１０月の一次募集に応募できな

かった方のために二次募集をし

ます。受付日や定員などは各園

で異なりますので、直接お問合

せください。

�問各私立幼稚園
◇ ◇

�問学事課 ０６（４３０９）３２７１、�
０６（４３０９）３８３８

東大阪市みんなで美しく
住みよいまちをつくる条例

次世代に引き継ぐ

新
１
年
生
の
就
学
通
知
書

送
付
し
ま
す

�������������
仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事事事事事事事
ととととととととととととととと
生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活
ののののののののののののののの
調調調調調調調調調調調調調調調
和和和和和和和和和和和和和和和
ののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現現現現現現
�������������

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

やり
がい

充実感

「仕事」と「仕事以外の生活」のバランスを見直してみましょう

安らぎ

うる
おい

１０月施行

幼稚園児（４歳児）の
二次募集

平成
２７年度

就学前健診を

来春小学校入学の子どもは

始
め
よ
う
�
エ
コ
生
活

太
陽
光
発
電
や
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
に
補
助

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２６年１０月１５日平成２６年１０月１５日 （６）（７）



学ぶのつづき

東大阪アリーナ
スポーツ・文化教室

１２月から来年３月までのスポーツ

・文化教室の第３期会員を募集しま

す。開催する教室やとき、対象など

は東大阪アリーナウェブサイト（htt

p���www.hos�arena.com�）をご覧く
ださい。いずれも抽選で、応募が少

ない教室は中止する場合があります。

�申基本事項（１２面に掲載）と学年、
性別を１１月７日�（必着）までに往
復ハガキで（１人１枚まで）

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�
０６（６７２６）１９９４

ご注意ください
市内で還付金詐欺被害発生

市内で最近、市役所や年金事務所

の職員を名乗って現金をだまし取る

「還付金詐欺」が増えています。

「市役所の○○です。年金の振込

口座を教えてください」といった電

話をかけたり、自宅に押しかけたり

して言葉巧みに現金をだまし取る手

口や、近くのＡＴＭ（現金自動預払

機）から結果的にお金を振り込ませ

る手口があります。

公的機関の職員が、自宅やＡＴＭ

で国民年金保険料や老齢年金などを

還付することはありません。このよ

うな電話があれば、まず、市役所や

警察署に相談してください。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

保育所（園）の保育料
児童手当からの特別徴収

市の歳入と利用者の公平性を確保

するため、保育料の滞納が続く方を

対象に、児童手当からの特別徴収を

２月の定期支払いから実施していま

す。なお、対象者には１０月９日に児

童手当（特例給付）に係る保育料特

別徴収通知書を送付します。

�問�保育料について�保育課 ０６

（４３０９）３１９５、�０６（４３０９）３８１７ �
児童手当について�国民年金課 ０６

（４３０９）３１６５、�０６（４３０９）３８０５

高圧ガス保安活動促進週間

１０月２３日から２９日までは、高圧ガ

ス保安活動促進週間です。週間中は、

高圧ガス（ＬＰガスも含む）による

災害をなくすため、保安に関する活

動を促進します。

事業所などにおいては、作業手順

を再確認し高圧ガス設備の点検・整

備をするなど、保安の向上に努めて

ください。また、ＬＰガスを使用す

る場合は、燃焼器具を適切に使用し、
ろう えい

万一ガスが漏洩したときの対処方法

も再確認してください。

�問消防局予防広報課 ０７２（９６６）

９６６２、�０７２（９６６）９６６９

提出はお済みですか
（特別）児扶手の現況届・所得状況届

児童扶養手当を受けている方は現

況届、特別児童扶養手当を受けてい

る方は所得状況届の提出が必要です。

まだ提出していない方は早急に提出

してください。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

体験入学しませんか
日新高校で夢への第一歩を

市立日新高校は、他の公立高校に

ない独自の制度や指導方法で生徒一

人ひとりの成長を応援しています。

来年の春、高校進学を迎える皆さ

ん、日新高校で夢への第一歩を踏み

出しませんか。説明会、見学会にぜ

ひお越しください。

【学校説明会・体験入学】
�時�内�１０月１８日��学校説明会
�１１月１日��学校説明会、施設見
学、部活動見学・参加 �１１月２２日
��学校説明会、施設見学、授業体
験 ※施設見学と授業体験は１１月１４

日�までに中学校を通じて要申込み。
�来年１月３１日��学校説明会（学
科別）、施設見学 �３月７日��学
校説明会（普通科総合選択制）、施設

見学 ☆いずれも９時３０分から（受

付は９時から）

【学校見学会】
�時１２月１５日�～１９日� ※日程以

外でも随時受け付けます。

◇ ◇

�問日新高校 ０７２（９８５）５５５１、�０７２
（９８５）３２７６

キキョウの宿根を配布

東大阪市を

緑にする市民

の会では、市

民の花「キキ

ョウ」（写真）

の宿根を１０月

２７日�１０時か
ら近鉄布施駅前で配布します（１人

１袋でなくなり次第終了）。

�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

納期限は１０月３１日
市民税・府民税第３期分

市民税・府民税第３期分の納期限

は１０月３１日�です。納期限までに市
税取扱金融機関や郵便局、コンビニ

エンスストア（バーコードの印字され

ている納付書に限る）で納めてくださ

い。なお、納付書を紛失した場合は

再発行しますので、ご連絡ください。

また、口座振替を利用している方

は、口座の残高確認をお願いします。

【休日・夜間納付相談】
納付が困難な方を対象に、休日・

夜間納付相談を行います。来庁また

は電話でご相談ください。来庁の際

は、納税通知書と印鑑を持参してく

ださい。 �時�休日�１０月２５日�・
２６日�９時～１６時 ※１２時から１３時

までの電話相談はありません。 �
夜間�１０月２７日�・２８日�１７時３０分
～２０時 �所市役所本庁舎３階納税課

◇ ◇

�問納税課 ０６（４３０９）３１４８、�０６
（４３０９）３８０８

対象者は更新申請を
日常生活支援用具の給付

市では、身体障害者が日常生活を

より円滑に行うことができるよう、

必要に応じて日常生活用具を給付し

ています。

現在受給している方で、ストーマ

装具（消化器系・尿路系）、紙おむつ

の給付券が引き続き必要な方は、福

祉事務所で更新申請してください。

�問�東・中・西福祉事務所（東�
０７２―９８８―６６２８、�０７２―９８８―６６２０ 中

�０７２―９６０―９２８５、�０７２―９６４―７１１０
西�０６―６７８４―７９８０、�０６―６７８４―７６７７）
�障害者支援室 ０６（４３０９）３１８３、�
０６（４３０９）３８１３

歳末たすけあい募金
配分申請を受け付けます

歳末たすけあい運動で集まった募

金を年末年始に取り組む地域福祉活

動などの活動費の一部として配分し

ます。希望する団体は、１０月２０日�
から１１月１４日�までに申請してくだ
さい。 �対�校区福祉委員会 �１
年以上の活動実績がある就学前乳幼

児を対象とする１０人以上の子育て支

援グループ �ボランティアグルー
プ �活動実績が１年以上の当事者
団体 配分事業 ふれあいいきいき

サロン、世代間交流、子育て支援、

地域交流、ふれあい交流 ※団体や

事業内容により、配分額の上限など

がある場合があります。くわしくは

お問合せください。

�申�問市社会福祉協議会 ０６（６７８９）

７２０２、�０６（６６１８）４５６６

長瀬子育て支援センター

【親子クッキング】
アレンジ寿司とプチケーキを作り

ます。 �時１０月３１日�１０時～１１時
�対２歳６か月以上の幼児 �定１２組（申
込先着順） �料２００円 �申１０月１５日�
１３時から電話で

【親子広場】
�時１１月１２日～１２月１０日の水曜日１０
時～１１時（計５日間） �対１歳２か
月～１歳１１か月の乳児 �定１５組（初
参加者を優先して抽選） �申１０月２７
日�～１１月６日	９時３０分～１７時に
電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

鴻池子育て支援センター

【ベビーマッサージと子育ての話】
�時１１月１４日�１０時～１１時 �対２か
月～９か月の乳児 �定２５組（申込先
着順） �持バスタオル �申１０月３１日�
１３時から電話で

【親子広場】
�時１１月１９日～１２月１７日の水曜日１０
時～１１時（計５日間） �対平成２３年４
月２日～平成２４年４月１日生まれの

幼児 �定２０組（初参加者を優先して
抽選） �料２００円 �持名札、飲み物
�申１０月２７日�～３１日�１０時３０分～１７
時に電話または直接

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

ももっこ

【ももっこ運動会】
�時１０月２４日�１０時～１１時 �所もも
の広場（楠根） �対就学前乳幼児
【子育てふれあいまつり】
�時１１月９日�１０時～１２時 �対就学
前乳幼児、小学生 �内エアーマット、
着ぐるみ、遊びコーナー、ペンシル

バルーンなど

◇ ◇

�申�問ももっこ（楠根子育て支援セ
ンター）０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）
３０８０

荒本子育て支援センター

【親子広場】
�時１０月２９日～１２月３日の水曜日１０
時～１１時（計６日間） �対３歳以上
の幼児 �定１５組（抽選） �申１０月１５日
�１３時～２３日	１７時に電話で
【リフレッシュ講座～フェルトケ
ーキ作り】
�時１１月１４日�１０時～１１時３０分 �対
２歳以上の幼児 �定１０組（申込先着
順） ※子どもは別保育。 �申１０月
２９日�１３時から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

あさひっこ

【劇団京芸による人形劇】
�時１１月４日�１１時～１１時４０分 �所
第２東福（あさひっこ西隣） �対２
歳以上の幼児 �定３０組（申込先着順）
�内「ぞうくんのさんぽ」など �申１０
月２２日�１０時から電話で
【離乳食後期と幼児食】
�時１１月７日�１０時～１１時 �対９か
月～１歳１１か月の乳児 �定１０組（申
込先着順） �料１００円 �申１０月２９日�
１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

親子でいっしょに楽しもう�
子育て支援センターの催し

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子育て支援セ
ンターで開催。�対は子どもについてのみ記載していますが、すべて保護
者が同伴してください。申込方法の記載のない催しは申込不要です。

東 大 阪 市 政 だ よ り （８）平成２６年１０月１５日

http://www.hos-arena.com/
http://www.hos-arena.com/


子育て支援センター
保育ボランティア養成講座

�時１１月５日�・１２日�・１９日�１０
時～１２時（計３日間） �所市民会館
第３会議室 �対全日程受講できる市
内在住の方 �申基本事項（１２面に掲
載）を１０月３１日�までに電話または
ファクスで

�申�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、

�０６（４３０９）３８１７

生き物遺産クラブ
秋の野鳥観察

なるかわの自然や生き物を観察し、

自然環境への興味関心を高め、自然

環境がもたらす遺産を実感します。

�時１１月２２日�９時～１６時 �対小学生
以上の方 �定２０人（申込先着順）
�料１，６００円 �持運動ができる服・靴、
タオル、帽子、飲み物 �申１０月１５日
�９時から電話で
�所�申�問自由の森なるかわ（市立野
外活動センター） ０７２（９８６）１５５１、

�０７２（９８６）１５５０

就職へステップ・アップ�
就労支援パソコン講座

エクセル２０１０ＭＯＳ試験対策と受験

働く意欲がありながら就労が困難

な方を対象にパソコン講座を行いま

す。面接対策やグループワークトレ

ーニング、就労相談もあります。

�時�内�１１月２７日�～１２月１０日�１０時
～１６時（土・日曜日、祝日を除く計

１０日間）�エクセルの基本操作、業
務効率をアップするための一歩進ん

だ操作を学び、合格をめざす �１２
月１２日�１０時～１６時�試験前特訓
�１２月１３日�１０時から�試験 �所明
洋ライセンススクール（近鉄河内小

阪駅前） ※会場は３階でエレベー

ターはありません。 �対全日程受講で
きる市内在住の離職者で、パソコン

で日本語入力ができる方 ※学生を

除く。 �定２５人（抽選） �料１万３，５０３
円（受験料含む） �申基本事項（１２
面に掲載）と受講動機を１１月７日�
（必着）までに往復ハガキで ※受

講候補者確定後、受講確認通知を発

送。１１月１９日�のオリエンテーショ
ンへの参加で受講資格が確定します。

�申�問〒５７７―００５４高井田元町２―１―８
（一財）東大阪市雇用開発センター

０６（６７８８）４５５４、�０６（６７８８）４５５５
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

くらしの情報セミナー
暮らしの中の危険と損害保険

地震や交通事故などの危険に備え

るため、損害保険の種類や補償内容、

加入する際のポイントなどを学びま

す。 �時１１月５日�１３時～１５時 �対
市内在住の方 �定５０人（申込先着順）
�申１０月１５日�から電話で
�所�申�問消費生活センター ０７２

（９６５）６００２、�０７２（９６２）９３８５

手作り作品教室
ひつじ

押絵で未の絵馬を作ります。 �時
１１月１０日�・１１日�１３時３０分～１５時
３０分 �対市内在住の６０歳以上の方
�定各１０人（抽選） �料６００円 �持目打
ち、ハサミ、ボンド、爪楊枝、ピン

セット、タオル �申１０月１５日�～３０
日�に電話または直接
�所�申�問角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

保育の見学と子育て講演会

�時�内１１月
６日��９
時３０分～１０

時１５分�保
育見学 �
１０時２５分～

１１時４５分�大阪総合保育大学准教授
の瀧川光治さんによる講演 �所弥刀
東幼稚園 �定１００人（申込先着順）
※２歳～就学前幼児の保育あり（定

員２０人で要申込み）。 �申申込用紙を
１０月２４日�までにファクスで（電話、
Ｅメールも可） ※申込用紙は市ウ

ェブサイトからダウンロード可。行

政サービスセンターなど市内公共施

設でも配布。

�申�問教育センター ０６（６７２７）０１１２、

�０６（６７２９）８２６１、�kyoikucenter
@city.higashiosaka.lg.jp

五条老人センターの教室

【３Ｂ体操教室】
�時１０月３１日�１３時３０分～１５時 �定

３０人（申込先着順） �内ベルトなど
を使った体操 �料２００円 �持タオル、
飲み物

【血管年齢測定と高血圧について】
�時１０月２９日�１３時３０分～１５時 �定

４０人（申込先着順）

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方 �申１０
月１５日�から電話または直接
�所�申�問五条老人センター ０７２

（９８５）３７５１、�０７２（９８６）７５９２

歩こう会

バスで奈良県の馬見丘陵公園を訪

れます。 ※雨天時は行き先変更の場

合あり。 �時１１月１２日�、１９日�
☆いずれも長瀬老人センターを９時

３０分出発、１５時３０分ごろ解散 �対市
内在住の６０歳以上の方 �定各４５人（申
込先着順） �料１，０００円 �持弁当、飲
み物（アルコール類不可） �申本人
確認書類と料金を１０月２２日�～各開
催日の５日前に直接

�申�問長瀬老人センター ０６（６７２０）

５６５３、�０６（６７２４）９８６９

やる気を育てる子育て講座

悩みを話し合いながら、より良い

子育てをめざしませんか。 �時１１月
２７日�１８時３０分～２０時３０分 �所市民
会館第２集会室 �対小学生までの子
どもの保護者 �定３０人（申込先着順）
�申１１月７日�１７時までに電話で
�申�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８１、�０６（４３０９）３８３５

パソコン基礎講座

�時�内１０月３０日��９時３０分～１２時
３０分�ワードを活用したビジネス文
書の作成 �１３時～１６時�パワーポ
イントの基本的な操作 �対１５歳～３９
歳の求職中の方 �定各６人（申込先着
順） �申１０月１５日�～２９日�に電話で
�所�申�問東大阪若者サポートステー
ション（高井田元町２） ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

手作り教室

【陶芸】
葉脈のお皿とおめでたいミニ亀を

作ります。 �時１１月１５日�１０時～１２
時・１３時３０分～１５時３０分 �定各６人
（抽選） �持タオル、エプロン、鉛
筆、空のペットボトル（５００	）
【しおり作り】
�時１２月６日�１３時３０分～１５時３０分
�定１５人（抽選） �持タオル

◇ ◇

�対市内在住・在勤（いずれか）の
２０歳以上の方 �料各５００円 �申基本事
項（１２面に掲載）と希望日（陶芸は時

間も）を１１月８日�（消印有効）までに
往復ハガキで ※重複申込み不可。

�所�申�問〒５７７―０８１７近江堂３―１２―１５
はすの広場（近江堂）０６（６７３０）０８４０、

�０６（６７３０）５７２３

男性のための講座

男性が家庭や地域活動などに参画

し、自分らしく生きることを考えま

す。 �時�所�内�定�１１月９日
１０時～
１１時３０分�イコーラム（男女共同参
画センター）／�会社の人�と�社会
の人�／２０人（抽選） �１１月９日

１２時～１３時３０分�くすのきプラザ（若
江岩田駅前）／ええ加減とテキトーで

つくる男の昼ごはん／１０人（抽選）

�１１月１６日
１０時～１２時�イコーラ
ム／聴き上手で新しい関係をつくる

／２０人（抽選） �対市内在住・在勤・
在学（いずれか）の男性 ※１歳６

か月～就学前幼児の保育あり（定員

各１０人で申込先着順。１人２００円。各

開催日の１週間前までに要予約）。「男

の昼ごはん」のみ５００円とエプロン、

三角巾、手ふき、ふきんが必要。

�申基本事項（１２面に掲載）と受講動
機、受講希望日時、保育希望の場合

は子どもの氏名と生年月日を各開催

日の１週間前（必着）までにハガキ

で（電話、ファクス、Ｅメール、直

接も可）

�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム ０７２（９６０）９２０１、�０７２
（９６０）９２０７、�ikoramu@nifty.com

青少年女性センターの教室

【フラワーアレンジメント体験】
クリスマスリースを作ります。

�時１１月２０日�１３時３０分～１５時３０分
�対市内在住・在勤・在学（いずれか）
の方 �定１５人（抽選） �料２，５００円
【きもの着付体験】
小紋の着付けと帯結び（名古屋帯）

を学びます。 �時１１月２９日�・１２月
６日�１３時～１５時（計２日間） �対全
日程参加できる市内在住・在勤・在

学（いずれか）の女性 �定１６人（抽選）
◇ ◇

�申基本事項（１２面に掲載）を１１月１
日�（消印有効）までに往復ハガキで
�所�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―１１―

１７ 青少年女性センター ０６（６７８９）

５７４６、�０６（６７８９）２０４９

地域型ボランティア養成講座

３日間の講座を通して、地域住民

と連携し地域に密着したボランティ

ア活動が継続してできる人材を育て

ます。 �時�所�１１月１４日�１３時～１５
時�東公民館 �２８日�１０時～１２時
�五条老人センター ☆１１月１７日�
～２１日�の間で１日、市内の福祉施
設を見学します ※計３日間。 �対
全日程受講でき、講座終了後に東地

域を中心にボランティアとして活動

できる方 �定２０人（申込先着順）
�料１００円 �申基本事項（１２面に掲載）
と受講動機を１１月７日�（必着）ま
でにハガキで（電話、ファクス、直

接も可）

�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―２―１３
総合福祉センター内ボランティア・

市民活動センター ０６（６７８９）５５５０、

�０６（６７８９）２９２４

前向き子育てプログラム

今よりもっと楽しく子育てをする

ための連続講座です。くわしくは市

ウェブサイトをご覧ください。 �時
１１月４日～１２月１６日の火曜日９時３０

分～１１時３０分（計７日間） �所ももっ
こ（楠根子育て支援センター） �対
全日程受講できる市内在住で２歳～

１２歳の子どもの保護者 �定１２人（申
込先着順） ※就学前幼児の保育あ

り。 �申１０月２２日�までに電話で
�申�問子ども見守り課 ０６（４３０９）

３１９７、�０６（４３０９）３８１７

森林整備体験講座

除伐体験しませんか。 �時１１月１６
日
 ☆上石切会館に９時３０分集合、

１５時３０分ごろ解散 ※荒天中止。

�対高校生以上の方 �定２０人（申込先
着順） �内講義、除伐体験 �料２００円
�持長袖、長ズボン、厚底靴、滑り止
め付き軍手、タオル、雨具、弁当、

飲み物 �申基本事項（１２面に掲載）
と血液型を１０月１９日
～１１月２日

（消印有効）に往復ハガキまたはフ

ァクスで（１枚に２人まで）

�申�問〒５７９―８０３５鳥居町３―２１ 東大

阪フォレストクラブ事務局「豆井」

０７２（９８１）１０４７（１９時～２１時、�兼用）
�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（９） 平成２６年１０月１５日
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催しのつづき

年忘れカラオケ大会

�時１２月７日�１２時～１６時 �対市内
在住の方 �定５０人（抽選） �申基本
事項（１２面に掲載）と２曲分の曲名

・歌手名を１１月５日�（必着）まで
に往復ハガキで

�所�申�問〒５７７―００５６長堂１―８―３７ 夢

広場（布施駅前） ０６（６７８４）２０１４

（�兼用）
と

ゆとりー人秋まつり

�時１０月２６日�１０時３０分～１５時 �内
犯罪の被害にあわないための防犯教

室、Kuni Dance Collection秋まつ

り、ネイル体験、ゲームコーナー、

たこ焼き・焼きそば・カレーパンの

販売、お楽しみ抽選会など

�所�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

さわやかグラウンドゴルフ
秋季大会

�時１１月２３日�８時３０分から ※雨

天時は１１月２４日�に順延。 �所吉田
春日グラウンド �対市内在住・在勤
・在学（いずれか）の小学校４年生以

上の６人で編成したチーム ※小学

生は保護者同伴。各チームから判定

員（２人）を選出。 �定６４チーム（申
込先着順） �料１チーム２，０００円 �申
申込用紙を１０月２０日�～２９日�に直
接 ※申込用紙は１０月１５日�から市
ウェブサイトでダウンロード可。

�申�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

文化の日 なつかしの昭和
あそび横丁

見たり体験したりできる遊びと学

びがいっぱいです。 �時１１月３日�１１
時～１６時３０分 �内工作教室・模擬店
（１回１００円）、ワクワクステージなど

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、
�０７２（９６２）０８１０

花園図書館の催し

【大人が楽しむおはなし会】
�時１０月２０日�１０時３０分～１２時 �対

２０歳以上の方 ※子どもの同伴不可。

�定４０人（当日先着順） �内「ふしぎ
なたいこ」「太陽と笑いカワセミ」「金

髪ひめ」「古屋のもり」など

【はなぞのおはなしピクニック】
�時１０月２５日�１１時～１１時３０分・１４
時～１４時３０分 �対幼児、小学生 �定
各３０人（当日先着順） �内約５００冊の絵
本展示（１０時～１６時）、読み聞かせなど

◇ ◇

�所�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、

�０７２（９６５）９２１２

イチ押しサービスが勢揃い
東大阪商業フェスタ

フェスタ参加の市内２００店舗にチラ

シを持参すると、各店舗の優待商品

を購入できるなどのサービスが受け

られます。 �時１０月１８日�～１１月１
日� ※チラシは１０月１８日�に新聞
折込みで配布。

�問�東大阪商工会議所中小企業相
談所 ０６（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）
３６１１ �商業課 ０６（４３０９）３１７６、�
０６（４３０９）３８４６

ゆうゆう健康フェスタ

�時１０月２６日�１２時～１６時 �対市内
在住・在勤・在学（いずれか）の方

�内保健師による健康チェック、食と
健康の講演会、おもちゃの手作りと

遊びなど

�所�問ゆうゆうプラザ（日下） ０７２
（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

秋のさつき盆栽展

盆栽さつき

（写真）を展示

し、盆栽の作り

方や管理方法を

伝授します。

�時１０月３０日�～
１１月３日�９時
～１７時３０分 ※

さつき苗の無料配布あり。

�所�問ももの広場（楠根）０６（６７４５）
９１４１（�兼用）

来て見て体験 in 村野浄水場

�時１１月２日�１０時～１６時 �内浄水
場の見学、水づくり体験、ヨーヨー

釣り、白バイ・ミニパトカー・給水

車の展示（記念撮影可）など ※プレ

ゼント配布もあり。当日は公共交通

機関をご利用ください（京阪郡津駅

から無料バスを運行）。くわしくは大

阪広域水道企業団ウェブサイト（htt

p���www.wsa�osaka.jp�gaiyou�mu
rano�event.html）をご覧ください。
�所�問村野浄水場（枚方市村野高見
台） ０７２（８４０）５２６６

�問水道総務部総務課 ０６（６７２４）

１２２１、�０６（６７２１）２３７４

戦没者追悼のつどい

�時１０月３０日�１３時から �所イコー
ラム（男女共同参画センター） �対市
内在住の戦没者の遺族 �内追悼式典、
映画「爆心長崎の空」の上映（予定）

�問�市社会福祉協議会 ０６（６７８９）

７２０１、�０６（６７８９）２９２４ �生活福祉
室 ０６（４３０９）３１８２、�０６（４３０９）３８１５

郷土博物館特別展示
「東大阪のしきたりと年中行事」展

市内で伝統的に行われてきた年中

行事の様子を紹介します。 �時１０月
１８日�～１２月７日�９時３０分～１６時
３０分 ※月曜日と祝日の翌日は休館。

【記念講演会】
�時１１月１６日�１４時から �定４０人（申
込先着順） �内河内の村の年中行事
�申１０月１６日�９時から電話で

◇ ◇

�料一般１００円、高校・大学生５０円、
小・中学生３０円

�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

ふれあいスポーツ
カーリンコンに挑戦

誰でもできるニュースポーツ「カ

ーリンコン」を楽しみます。 �時１０
月２６日�１４時～１５時３０分 �所市民ふ
れあいホール（鳥居町） �対市内在
住・在勤・在学（いずれか）の方

�定５０人（申込先着順） �申基本事項
（１２面に掲載）を１０月２５日�までに
電話で（ファクス、直接も可）

�申�問高井田障害者センター ０６

（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）２８７０

定員がある催しもあります。料金表

示のないものは無料です。くわしくは

問合せ先へ。

農業祭
�時１１月９日�１０時～１３時�所吉田春日
公園、縄手小学校、藤戸小学校�問ＪＡ
グリーン大阪本店ふれあい課０６（６７４８）

５２０９

オーラソーマカラーセラピー１日講座
�時１１月３日�・９日�１０時～１２時�所
イコーラム（男女共同参画センター）

�対女性�料各２，５００円�申�問大花０８０（８５２７）
１８６８、�rainbow_sophy@yahoo.co.jp
小学３・４年生のリコーダー無料体験
�時１０月１８日�・２５日�１３時２０分～１５
時�所文化会館�申�問相沢０８０（６１５４）３７２３
エンジョイ・ネパール・パーティ
�時１１月２９日�１８時～２０時�所あいも文
化交流会館（御厨中１）�料３，５００円�申

こ び

�問小尾０９０（９６１８）５４１５
ビアハウス音楽ライブ

�時１１月１５日�１７時～２０時�所あいも文
化交流会館（御厨中１）※飲食費（２５０

円～）が必要�問明石０９０（７５５２）７３９４
きらり俳句教室特別講習会

�時１０月２１日	９時１０分～１２時�所くす
のきプラザ（若江岩田駅前）�料資料が必
要な方は５００円�申�問前田０７２（９６２）６８５６
（�兼用）

映画「１／４の奇跡」上映会
�時１１月６日�１０時～・１３時～・１６時
～・１９時～（各１００分）�所イコーラム
（男女共同参画センター）�料１，０００円�申
Ｅメールで�申�問ひびき福祉会０９０（９０５５）
２５６３、�kiseki.eiga@gmail.com

精神障害者家族会 勉強会
�時１０月２７日�１４時～１６時�所�問東大阪
さつき会（岩田町３）０６（６７３０）２９１０

東大阪市民まつり
�時１０月１９日�１０時～１５時�所花園中央
公園芝生広場�問東大阪市民まつり実行
委員会０６（６７８４）４６３１

保育所入所相談
�時１０月１９日�１３時～１４時�所花園中央
公園芝生広場（市民まつり会場内）�問
保育運動連絡会「宮内」０９０（５９６７）７０８４

ベビーヒーリングタッチで集まろう
�時１０月２０日�・１１月１８日	１０時～１１
時３０分�所夢広場（布施駅前）�対生後２
か月～１歳の乳児とその保護者�料１，０００
円�申�問谷口�oja�tea@ezweb.ne.jp

講演会「断捨離の意味と
最後まで孤立しないための生き方」

�時１１月９日�１４時～１５時３０分�所市民
会館�申�問ＮＰＯ法人ナルク東大阪・大
東めざめ０６（６７２４）３１１４（�兼用）

東大阪お墓なんでも相談室
�時�所�１０月１８日�
夢広場（布施駅
前）�１０月１９日�
イコーラム（男女共
同参画センター）☆いずれも９時～１２

時�申�問いきいきシニアライフ実行委員
会０７２（９６１）１２８５

がんばるママのための
アロマスプレー作り

�時１１月６日�１０時～１２時�所イコーラ
ム（男女共同参画センター）�対女性�料
１，３００円※保育（２００円）あり。１０月３０日

�までに要予約�申Ｅメールで�申�問安達
０８０（１４１７）０３７６、�leef.1275.j@doc
omo.ne.jp

日下山で自然クラフトを楽しもう�
�時１１月９日�９時～１２時�所日下山（パ
ンドラの丘）�対６歳以上の子どもとそ
の保護者�申１０月３１日�まで�申�問森０７２
（９８２）３１４８（�兼用）

おりがみ展
�時１０月２９日�～１１月３日��所市民美
術センター�問坂上０６（６７８２）９０４０

消費者団体市民講座
�時１１月１９日�１０時～１２時�所くすのき
プラザ（若江岩田駅前）�内みそ作り�料
１，６００円�申往復ハガキで�申�問〒５７７―０８１６
友井５―２―２０―１２０１「松浦」０９０（６９６５）３３８７

ひらおか森の講習会
�時１０月２５日�１３時～１５時�内森、呼吸
体操、ツボを学ぶ�料５００円�申ハガキ、フ
ァクス、Ｅメールで�所�申�問〒５７９―８０３３出
雲井町７―１６枚岡神社「濱上」０７２（９８１）

４１７７、�０７２（９８２）８１７６、�info@hi
raoka�jinja.org
ガールスカウト１日体験（クリスマス会）
�時１２月１４日�１３時３０分～１５時３０分�所
青少年女性センター�対３歳～１８歳の女
子とその家族�申�問高木０６（６７３０）２８６１
（�兼用）

相談員養成講座～寄り添う・
つながるための第一歩セミナー

�時１０月２２日�・１１月５日�・１９日�
・１２月１０日�・１７日�１０時～１１時５０分
�所イコーラム（男女共同参画センター）
�対女性�料各５００円�申ファクスまたはＥメ
ールで�申�問ＮＰＯ法人シスターフッド
大阪０９０（１５８６）２６０５、�０７２１（３３）５０４０、
�sisterhoodosaka@yahoo.co.jp

若草会美術展
�時１２月１０日�～１２日�１０時～１７時（１２
日は１５時まで）�所市役所本庁舎多目的
ホール�問（社福）若草会０７２（９６５）０３００
東大阪大学・東大阪短期大学部

公開講座

�時１１月１５日��１１時～１２時
里親を巡
る諸問題�１３時～１４時
インドネシア
共和国の子どもたち、１１月２９日��１０
時３０分～１２時
「アベノミクス」をもっ
とよく知ろう�１３時～１４時３０分
なに
わの伝統野菜�所�申�問東大阪大学・東大
阪大学短期大学部公開講座係０６（６７８２）

２８２４、�０６（６７８２）２８９６
登校拒否を克服する会

�時１０月１９日�１３時～１７時�所市民会館
�料５００円�問高砂０６（４３０９）００４３
歌って弾いて楽しいピアノ体操体験
�時１０月１８日�１５時～１７時�所グリーン
パル（中鴻池）�料２，０００円�申�問本田０６
（６７４６）９２５７（�兼用）

布市福寿苑ファミリー祭り
�時１１月９日�１０時～１５時�所�問特別養
護老人ホーム布市福寿苑０７２（９８３）２２５５

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２６年１０月１５日

http://www.wsa-osaka.jp/gaiyou/murano/event.html
http://www.wsa-osaka.jp/gaiyou/murano/event.html
http://www.wsa-osaka.jp/gaiyou/murano/event.html
mailto:oja-tea@ezweb.ne.jp
mailto:leef.1275.j@docomo.ne.jp
mailto:leef.1275.j@docomo.ne.jp
mailto:info@hiraoka-jinja.org
mailto:info@hiraoka-jinja.org


歌声広場

懐かしのメロディーを歌います。

�時１１月１６日�１４時～１６時３０分 �対市
内在住・在勤（いずれか）の方 �定
１００人（抽選） �料５００円 �持飲み物
�申基本事項（１２面に掲載）を１０月２４日
�（必着）までに往復ハガキで
�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―

５００ くすのきプラザ（若江岩田駅前）

０７２（９６７）６５６５（�兼用）

自由の森なるかわの教室

【大人のためのアーチェリー教室】
�時１１月１５日�１０時～１５時 �対高校
生以上の初心者 �定１４人（申込先着
順） �料２，０００円 �持運動ができる服
・靴、帽子、タオル、弁当、飲み物

【アーチェリークラブ】
�時１１月１６日�９時～１７時 �対小学
生以上の初心者 �定２０人（申込先着
順） �料１，６００円（昼食付き） �持
運動ができる服・靴、帽子、タオル、

飲み物

◇ ◇

�申１０月１５日�９時から電話で
�所�申�問自由の森なるかわ（市立野
外活動センター） ０７２（９８６）１５５１、

�０７２（９８６）１５５０

いきいきながせまつり

�時�内�１０月３０日�・３１日�９時～
１７時�作品展示 �１１月１日�１０時
～１３時�作品展示、模擬店、野外コ
ンサート �所長瀬人権文化センター、
長瀬障害者センター、長瀬老人セン

ター、長瀬青少年センター、蛇草障

害者作業所パオ

�問長瀬人権文化センター ０６

（６７２０）１７０１、�０６（６７２９）９１７１

鴻池新田会所の催し

【ギャラリートーク＆ミュージッ
ク～盾津飛行場と飛行隊、そして若
者たち】
太平洋戦争に向かう昭和９年に建

設された盾津飛行場で多くの若者が

飛行操縦訓練を受け、戦地へと赴き

ました。盾津飛行場の写真パネルの

展示や語りと音楽（サックス、篠笛ほ

か）で激動の時代背景を考えます。

�時１０月２５日�１３時３０分～１５時 �定５０
人（当日先着順） �料一般３００円、小
・中学生２００円

【鴻池ジャズストリート・メイン
コンサートと落語】
�時�定�料１０月２６日��ジャズコンサ
ート�１０時１５分～１６時３０分／２００人
（当日先着順）／１，８００円（前売り１，５００

円） �落語�１３時３０分～１５時／１００
人（当日先着順）／１，２００円（前売り

１，０００円）

【史跡ハイキング～古地図みて歩
き】
古地図に記された地名に思いを馳

せながら、ＪＲ徳庵駅から御厨・長

田周辺を散策します（約１２�）。
�時１１月９日�９時３０分～１５時 �定３０
人（申込先着順） �持弁当、飲み物
�申１０月２１日	１０時から電話で

◇ ◇

�所�申�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）

６４０９、�０６（６７４４）７４９８

大阪保育子育て人権研究集会

子ども子育て支援新制度などをテ

ーマに講演会と分科会を開催します。

�時１１月２３日
１０時～１６時３０分 �所大
阪商業大学（御厨栄町４） �対保育士、
幼稚園教諭、子育て支援に関心のある

方 �定６９０人（申込先着順） �料２，０００
円（大阪市・他府県からの参加者は

４，０００円） �申申込用紙を１０月３１日�
（必着）までに郵送またはファクス

で ※申込用紙はちゃいるどネット

大阪ウェブサイト（http:��www.chi
ldnet.or.jp�）からダウンロード可。
�申�問〒５４０―０００６大阪市中央区法円
坂１―１―３５ アネックスパル法円坂内

大阪保育子育て人権研究集会事務局

（ＮＰＯ法人ちゃいるどネット大阪）

０６（４７９０）２２２１、�０６（４７９０）２２２３
�問保育課 ０６（４３０９）３１９６、�０６
（４３０９）３８１７

女性に対する暴力をなくす運動のつどい
彼女の苦しみを見過ごさない

�時１１月１４日�１４時～１６時 �対市内
在住・在勤・在学（いずれか）の方

�定４０人（抽選） �内�講演「�こころの
暴力�を知っていますか」 �ＤＶＤ
上映「自分をとりもどす」 �女性弁
護士による法律面接相談（１３時～１６時

で申込先着順。申込みは１０月３１日�か
ら０７２―９６０―９２０５へ） �ＮＰＯ法人シ
スターフッド大阪による面接相談（１０

時～１２時で申込先着順。申込みは１１月

１３日�までに０９０―３８２０―４０３８へ） ※

１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（定員１０人で申込先着順。１人２００円）。

�申基本事項（１２面に掲載）と受講動
機、保育希望の場合は子どもの氏名

と生年月日を１１月７日�（必着）まで
にハガキで（電話、ファクス、Ｅメ

ール、直接も可） ※１１月７日�から
２１日�まで、暴力に関するパネルや
パッチワークキルトの展示もします。

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―
６００ イコーラム（男女共同参画セン

ター） ０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）
９２０７、�ikoramu@nifty.com

恩智川クリーン・リバー
プロジェクト美化活動

市民の皆さんと行政が連携して、

恩智川沿いで一斉に清掃活動をする

など、川に親しむイベントを開催し

ます。 �時１０月２６日�１０時～１２時
※雨天延期。 �所加納東公園、新池
島ポンプ場

�問�河川課 ０６（４３０９）３２６３、�
０６（４３０９）３８２８ �公害対策課 ０６

（４３０９）３２０６、�０６（４３０９）３８１８ �企
画室 ０６（４３０９）３１０１、�０６（４３０９）３８２６

大阪府産業教育フェア

職業学科を設置する府内の高等学

校、特別支援学校および高等専門学

校の生徒が制作した作品の展示やス

テージ演奏、小・中学生を対象にし

た各種催し、進路相談などを行いま

す。日新高校は商業科を中心に学校

紹介、また開会式後には軽音楽部に

よるステージ演奏も行います。 �時
１０月２５日�１３時～１６時３０分、２６日�

オ ー ク

１０時～１５時 �所ＯＲＣ２００（ＪＲ・地
下鉄弁天町駅と直結）

�問日新高校 ０７２（９８５）５５５１、�０７２
（９８５）３２７６

東大阪国際交流フェスティバル

５８か国・約２万人の外国籍住民が

暮らす本市で、「わたしのまちはアジ

アのまち わたしのまちは世界のま

ち」を合言葉に開催します。

昨
年
の
様
子

�時１１月３日
１０時～１６時 �所三ノ
瀬公園 �内世界の歌や踊り、パレー
ド、世界の食べ物、民芸品コーナー

など ※運営ボランティアも募集。

�問�東大阪国際交流フェスティバ
ル実行委員会 ０６（６７２１）６６７０ �文
化国際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６（４３０９）
３８２３

「在留資格について知りたい」

「仕事のこと・子どものことで相

談したい」など、専門家による相

談を多言語で行います。

対応言語は英語、韓国・朝鮮語、

中国語、スペイン語、ポルトガル

語、ベトナム語、タイ語、フィリ

ピノ語、インドネシア語、日本語

の１０言語です。

�時１１月３日
１２時３０分～１７時（受
付は１６時３０分まで） �所夢広場（布
施駅前） �内在留資格、仕事、年
金、社会保険、福祉、健康、子育

て、教育などに関すること

�問文化国際課国際情報プラザ
０６（４３０９）３３１１、�０６（４３０９）３８２３
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外国人のための

１日相談サービスin東大阪

近鉄けいはん

な線長田駅の東

側に、長田駅東

第２自転車駐車

場が１０月にオー

プンしました。

利用料金や収容台数は表のとおり

で、終日利用が可能です。ぜひご

利用ください。

定期利用の申込みは、７時～２０

時まで長田駅東第１自転車駐車場

（地図●印管理室）で受け付けて

います。

�問�長田駅東第１自転車駐車場
管理室 ０６（６７８２）８８５６ �（公財）
自転車駐車場整備センター ０６

（６４４９）０９９１ �交通対策室 ０６

（４３０９）３２２６、�０６（４３０９）３８３６
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308 今回
オープン 長田駅東第２自転車駐車場

長田駅東第１
自転車駐車場

至
本
町
阪神高速13号東大阪線阪神高速13号東大阪線阪神高速13号東大阪線

近鉄けいはんな線近鉄けいはんな線近鉄けいはんな線
東大阪ＪＣＴ

長田駅
至
新
石
切

近
畿
自
動
車
道

近
畿
自
動
車
道

近
畿
自
動
車
道

中
央
環
状
線

中
央
環
状
線

中
央
環
状
線

受付場所

※ミニバイク（５０
以下）、バイク（５０
超１２５
以下）、自動二輪（１２５
超）は、設定枠内
に収容できるものに限ります。

４台８，７５０円３，０８０円自動二輪

５台７，３００円２，５７０円バイク

２８台５，８００円２，０５０円ミニバイク

１５台２５５台１００円４，３５０円１，５４０円自転車

一時利用定期利用１日・１回３か月１か月
車種

利用台数一時利用定期利用

長田駅東側に
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場がオープン�

ぜひご 利 用 を

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２６年１０月１５日

http://www.childnet.or.jp/
http://www.childnet.or.jp/


景観審議会の傍聴者

�時１１月６日�１５時から �所市役所
本庁舎１８階大会議室 �定５人（抽選）
�内景観計画の策定について �申基本
事項（右下に掲載）を１０月２４日�（必
着）までにハガキで（ファクス、Ｅ

メールも可）

�申�問〒５７７―８５２１市役所都市づくり
課 ０６（４３０９）３２１３、�０６（４３０９）３８３１、
�toshidukuri@city.higashiosaka.
lg.jp

市社会福祉協議会職員

地域住民とともに誰もが安心して

暮らせる福祉のまちづくりを進めて

いく元気な方を募集します。 �対次
のすべてに該当する方 �昭和５５年
４月２日以降生まれで大学卒業程度

の学力と社会福祉士の資格がある（来

年３月末までに資格取得見込みを含

む） �普通自動車運転免許がある
試験日 １１月２９日�（第一次） 採用
時期 来年４月 �定１人 �申申込用
紙を１１月１２日�（消印有効）までに郵
送または１４日�１７時１５分までに直接
※申込用紙は１０月１０日�から同協議
会ウェブサイト（http:��www.heart
net�hoshakyo.org�）でダウンロード
可。くわしくはお問合せください。

�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―２―１３
市社会福祉協議会 ０６（６７８９）７２０２、

�０６（６６１８）４５６６

石切さんで手づくり市出店者

１１月２３日�９時～１６時に石切神社
境内、石切イベント広場（献牛舎跡地）

で開催する石切さんで手づくり市の

出店者を募集します。 �内市民参加型
の手作り品やオリジナル作品の出店

�料１ブース（２�×２�）３，０００円
�申申込用紙を１０月３１日�（必着）まで
に郵送 ※申込用紙は石切参道内各

所、近鉄石切駅・新石切駅で配布。

�申〒５７９―８０１１東石切町１―１―１７ 山

崎陶磁器店内石切さんで手づくり市

実行委員会事務局

�問�石切参道商店街振興組合 ０７２

（９８６）８６６０（�兼用） �商業課
０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）３８４６

保育所・認定こども園・
小規模保育施設の入所児童

１０月３１日までに申込みを

来年度の保育所・認定こども園・

小規模保育施設入所希望者は、１０月

３１日�までに申し込んでください。
今年３月以前に申し込んでいる方も

再度申込みが必要です。認定こども

園での幼稚園教育を希望する方は、

各施設にお問合せください。 �対就
学前の子どもがおり、保育が必要な

事情のある方 �申申込用紙を１０月３１
日�までに直接 ※ただし、今年４

月２日から来年２月３日までに生ま

れた０歳児は、来年２月１７日�まで
受け付けます。申込用紙は市ウェブ

サイトからダウンロード可。

【支給認定申請書が必要です】
１０月から入所申込みの際に、支給

認定申請書の提出が必要となります。

すでに入所申込みをしている方へは、

別途通知します。

◇ ◇

�申�問�東・中・西福祉事務所子育
て支援係（東	０７２―９８８―６６１９、�０７２
―９８８―６６７１ 中	０７２―９６０―９２７４、�０７２
―９６４―７１１０ 西	０６―６７８４―７９８２、�０６
―６７８４―７６７７） �子ども・子育て新制
度準備課 ０６（４３０９）３２０２、�０６（４３０９）
３８１７

アルバイト訪問指導員（看護師）

家庭訪問で健康相談などを行う訪

問指導員を募集します。 �対看護師の
資格がある５５歳未満の方 �定１人
※くわしくはお問合せください。

�申�問西保健センター ０６（６７８８）

００８５、�０６（６７８８）２９１６

宅建相談

�時１０月２８日�１０時～１４時 �所市役
所本庁舎１階相談室 �定１０人（当日
先着順） �内不動産に関すること
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

多重債務（借金問題）法律相談

�時１０月２８日�１３時～１６時 �対市内
在住の方 �定６人（申込先着順）
�申電話で
�所�申�問消費生活センター ０７２

（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５

建築士による相談

自宅の建替え、耐震、アスベスト、

リフォーム、シックハウス、欠陥住

宅など、あらゆる相談に建築士が直

接応じます。住宅の設計やリフォー

ムなどの悩みもご相談ください。

�時１０月２１日�１３時～１６時 �所市役所
本庁舎１階相談室

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�
０６（４３０９）３８３４

行政なんでも相談
登記・年金・建物など

１０月２０日からの行政相談週間にあ

わせて、市と行政相談委員、近畿管

区行政評価局が「行政なんでも相談」

を開催します。 �時１０月２４日�１０時
～１６時（受付は１５時３０分まで） �所
市民会館大集会室 ※車での来場は

ご遠慮ください。 �内宅地建物の登
記、税金、国民・厚生年金、介護保

険、教育一般、建築基準、上下水道、

公害、建物などの売買取引・賃貸借、

不法駐車・駐輪や通行規制などの交

通、不当販売などに関すること 相
談員 法務局、近畿税理士会、日本

年金機構、布施警察署、大阪弁護士会、

大阪司法書士会、大阪府行政書士会、

大阪府宅地建物取引業協会、大阪民

事調停協会、近畿管区行政評価局、

東大阪市（関係部局）、行政相談委員

�問�近畿管区行政評価局 ０６

（６９４１）８３５８ �市政情報相談課 ０６

（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１

子ども・子育て支援新制度が来

年度から開始されることに伴い、

公立幼稚園・保育所・認定こども

園・小規模保育施設の利用料は世

帯の所得状況などを勘案し、市町

村が定めることとなっています。

このほど、市の徴収基準を設定

するにあたり、条例素案を作成し

ましたので意見を募集します。

条例素案は、１０月１５日�から市ウ
ェブサイトのパブリックコメント

（意見募集）または子ども・子育て

新制度準備課、学事課、市政情報相

談課（土・日曜日を除く９時～１７

時３０分）でご覧になれます。 �対

市内在住・在勤・在学（いずれか）

の方または市内に事業所がある事

業者、法人、その他団体 提出方
法 住所、氏名（団体は団体名、

所在地、代表者名）、電話番号を１１

月１７日
（必着）までに郵送（フ
ァクス、Ｅメール、直接も可） ※

書式は問いませんが、閲覧場所に

意見書のひな形を用意しています。

提出先・�問〒５７７―８５２１市役所子ど
も・子育て新制度準備課 ０６（４３０９）

３２０１、�０６（４３０９）３８１７、�subk
odomo@city.higashiosaka.lg.jp

�問学事課 ０６（４３０９）３２７０、�０６
（４３０９）３８３８

第４土曜日に市役所本庁舎の一

部窓口業務の開設を実施していま

す。手続きの際には、運転免許証や

パスポートなど本人確認ができる

書類をお持ちください。他市町村

や警察署への確認などが必要な場

合は、取扱いができないことや手

続きが完了しないことがあります

ので、担当課へお問合せください。

なお、土曜開庁時にも、英語、韓国

・朝鮮語、中国語での通訳業務を行

っています。 �時１０月２５日�９時～
１２時 �所市役所本庁舎２階・３階

取扱業務

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、印鑑登録

などの届出や住民票、印鑑証明な

どの各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６
（４３０９）３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医
療保険関係】
加入・脱退・変更の申請や各種

療養費の給付申請、保険料の納付

・相談など

�問�医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４
�医療保険室保険料課 ０６（４３０９）

３１６８、�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
子どもや障害者などの医療費助

成にかかる医療証の申請および療

養費の申請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、

�０６（４３０９）３８０５
【児童手当などの関係】
児童手当や児童扶養手当などの

申請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、

�０６（４３０９）３８０５
【市税関係】
各種証明書発行や納付・相談・

申告受付・申請受付・閲覧・届出、

原動機付自転車および小型特殊自

動車の登録・廃車

�問�税制課 ０６（４３０９）３１３１、�
０６（４３０９）３８１０ �市民税課 ０６

（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９
�固定資産税課 ０６（４３０９）３１４３～

３１４４、�０６（４３０９）３８１１ �納税課
０６（４３０９）３１４７～３１５２、�０６（４３０９）
３８０８

◇ ◇

�問政策調整室 ０６（４３０９）３０１６、

�０６（４３０９）３８４７
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ

市役所本庁舎の一部窓口業務

１０月２５日は土曜開庁日

特定教育・保育及び特定地域型保育
利用料徴収条例

パブリックコメント（意見募集）

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２６年１０月１５日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています
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